
傳
石
之
珩
�
﹃
南
漢
日
記
﹄
と
李
�
長
�
﹃
承
政
院
日
記
﹄

︱
︱
丙
子
の
亂
關
係
�
料
の
基
礎
�
檢
討
︱
︱

鈴

木

開

は
じ
め
に

一

傳
石
之
珩
�
﹃
南
漢
日
記
﹄
に
つ
い
て

(1
)
諸
寫
本

(2
)
傳
來


�

(3
)
寫
本
閒
の
衣
同

(4
)﹃
南
漢
日
記
﹄
と
石
之
珩

二

李
�
長
�
﹃
承
政
院
日
記
﹄
に
つ
い
て

(1
)
槪
�

(2
)
記
営
の
檢
討

三

傳
石
之
珩
�
﹃
南
漢
日
記
﹄
と
李
�
長
�
﹃
承
政
院
日
記
﹄
十
二
�
十
五
日
～
十
八
日
條
の
比
�

お
わ
り
に
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は
じ
め
に

丙
子
の
亂
と
呼
ば
れ
る
︑
淸
の
太
宗
ホ
ン
タ
イ
ジ
に
よ
る
第
二
�
�
鮮
�
略
に
關
す
る
�
料
の
な
か
で
︑
著
名
な
も
の
は
�
鮮
の
羅
萬
甲
�

﹃
丙
子
錄
﹄
で
あ
る
︒
こ
れ
は
亂
後
の
十
七
世
紀
後
�
以
來
︑
�
も
廣
く
讀
ま
れ
︑
丙
子
の
亂
そ
の
も
の
に
對
す
る
�
識
を
も
か
た
ち
づ
く
っ

て
き
た
︒
し
か
し
︑
そ
の
記
営
は
あ
く
ま
で
一
官
僚
の
手
記
に
と
ど
ま
る
も
の
で
あ
り
︑
嚴
密
な
�
料
批
�
を
經
て
利
用
さ
れ
る
べ
き
性
格
の

も
の
で
あ
る
︒
丙
子
の
亂
に
關
す
る
硏
究
に
お
い
て
︑
こ
の
點
が
�
識
さ
れ
る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
な
い
︒

と
こ
ろ
で
︑
十
七
世
紀
以
影
の
�
鮮
の
事
跡
を
知
る
た
め
に
は
︑﹃
�
鮮
王
�
實
錄
﹄
の
み
な
ら
ず
︑
國
王
の
祕
書
官
廳
の
記
錄
で
あ
る

﹃
承
政
院
日
記
﹄︑
�
高
議
決
機
關
の
記
錄
で
あ
る
﹃
備
邉
司
�
錄
﹄
を
參
照
す
る
必
�
が
あ
る
︒
こ
の
う
ち
︑﹃
備
邉
司
�
錄
﹄
に
つ
い
て
は
︑

丙
子
の
亂
を
含
む
時
�
の
記
錄
が
失
わ
れ
て
お
り
︑
丙
子
の
亂
に
つ
い
て
�
も
詳
細
な
�
報
を
�
し
て
い
る
の
は
﹃
承
政
院
日
記
﹄
で
あ
る
︒

筆
者
も
︑﹃
承
政
院
日
記
﹄
の
記
事
を
も
と
に
︑
亂
の
經


を
略
営
し
た
こ
と
が
あ
る(

1
)

︒
し
か
し
︑
周
知
の
よ
う
に
﹃
承
政
院
日
記
﹄
の
景
宗

元
年

(一
七
二
一
)
以
!
の
も
の
は
︑
一
部
を
除
い
て
英
祖
二
十
年

(一
七
四
四
)
の
火
災
で
燒
失
し
︑
現
存
の
も
の
は
英
祖
二
十
二
年
か
ら
二

年
餘
り
の
年
�
を
か
け
て
改
修
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
︒
こ
の
た
め
改
修
本
﹃
承
政
院
日
記
﹄
の
各
記
事
の
末
尾
に
は
典
據
と
な
っ
た
�
料
が
#

記
さ
れ
て
い
る
が
︑
燒
け
殘
っ
た
﹁
燼
餘
日
記
﹂
に
據
っ
て
復
元
さ
れ
た
記
事
に
は
不
完
$
な
も
の
が
多
く
︑
內
容
が
不
#
な
箇
&
も
少
な
く

な
か
っ
た
︒

こ
う
し
た
な
か
︑
丙
子
の
亂
に
關
す
る
箇
&
に
つ
い
て
﹃
承
政
院
日
記
﹄
の
原
�
料
と
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
﹃
南
漢
日
記
﹄
が
と
り
あ
げ

ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
︒
た
だ
︑
�
料
そ
の
も
の
に
對
す
る
檢
討
は
︑
金
南
日
氏
の
論
考
が
唯
一
で
あ
る
︒
金
氏
の
二
〇
一
五
年
の
論
�(2

)

(以

下
︑
金
南
日
﹇
二
〇
一
五
﹈
の
よ
う
に
略
記
)
の
う
ち
︑﹁
Ⅰ
．
は
じ
め
に
﹂
と
﹁
Ⅴ
．
お
わ
り
に
﹂
を
除
い
た
本
論
部
分
の
內
容
を
紹
介
す
れ
ば

�
の
(
り
で
あ
る
︒

ま
ず
︑
改
修
本
﹃
承
政
院
日
記
﹄
の
)
な
典
據
と
し
て
擧
げ
ら
れ
る
﹁
內
下
南
漢
日
記
﹂
の
內
容
を
#
ら
か
に
す
る
目
�
で
傳
石
之
珩
�
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﹃
南
漢
日
記
﹄
が
と
り
あ
げ
ら
れ
る
︒
そ
し
て
︑
末
尾
の
李
箕
鎭
﹁
南
漢
日
記
後
識
﹂
か
ら
︑
本
�
料
が
!
𠛬
曹
佐
郞
と
し
て
南
漢
山
城
に
籠

城
し
た
石
之
珩
の
�
で
は
な
く
︑
籠
城
當
時
の
承
政
院
に
&
屬
す
る
,
書
の
記
錄
で
あ
る
﹁
,
書
日
記
﹂
(堂
后
日
記
と
も
い
う
)
で
あ
る
こ
と

を
指
摘
す
る

(Ⅱ
)
︒
そ
の
上
で
︑
改
修
本
﹃
承
政
院
日
記
﹄
仁
祖
十
五
年

(一
六
三
七
)
正
�
部
分
に
つ
い
て
は
︑﹃
南
漢
日
記
﹄
が
)
な
典

據
で
あ
る
こ
と
を
確
�
す
る

(Ⅱ
-
1
)
︒
一
方
︑
)
な
典
據
を
﹁
燼
餘

(日
記
)
﹂
と
す
る
改
修
本
﹃
承
政
院
日
記
﹄
仁
祖
十
四
年
十
二
�
十
七

～
二
十
八
日
部
分
は
︑﹃
南
漢
日
記
﹄
の
記
事
が
.
用
さ
れ
な
か
っ
た
と
す
る

(Ⅱ
-
2
)
︒
續
い
て
李
�
長
�
﹃
承
政
院
日
記
﹄
(詳
細
に
つ
い
て

は
本
稿
の
二
を
參
照
)
仁
祖
十
四
年
十
二
�
部
分
を
基
準
と
し
て
︑﹃
南
漢
日
記
﹄
(本
稿
の
一
で
紹
介
す
る
中
央
圖
書
館
本
A
)
お
よ
び
改
修
本

﹃
承
政
院
日
記
﹄︑﹃
仁
祖
實
錄
﹄
の
各
記
事
の
對
應
關
係
を
檢
討
す
る
︒
特
に
十
二
�
十
七
日
條
の
記
事
の
比
�
か
ら
︑
こ
れ
ら
�
料
が
そ
れ

ぞ
れ
別
の
記
錄
に
基
づ
い
て
作
成
さ
れ
た
�
料
で
あ
る
た
め
︑
同
じ
場
面
の
記
錄
で
も
︑
表
現
に
1
妙
な
差
衣
が
生
じ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
す

る

(Ⅱ
-3
)
︒

�
に
再
び
﹃
南
漢
日
記
﹄
が
分
析
さ
れ
︑
中
央
圖
書
館
本
A
は
︑
他
の
寫
本
と
比
�
し
て
十
二
�
十
五
～
二
十
日
部
分
に
日
附
と
記
事
の
順

序
の
差
衣
が
あ
る
と
す
る

(Ⅲ
)
︒

そ
し
て
さ
ら
に
一
轉
し
て
︑
改
修
本
﹃
承
政
院
日
記
﹄
か
ら
仁
祖
十
四
年
十
二
�
初
一
日
～
十
五
年
正
�
三
十
日
に
お
け
る
承
政
院
の
六
名

の
承
旨
と
,
書
二
名
︑
假
,
書
一
名
︑
事
變
假
,
書
一
名
の
勤
務
狀
況
や
業
務
實
態
が
整
理
さ
れ
る

(Ⅳ
)
︒

以
上
の
よ
う
に
︑
金
南
日
﹇
二
〇
一
五
﹈
の
論
點
は
多
岐
に
わ
た
り
︑
ま
と
ま
り
が
な
い
︒﹃
南
漢
日
記
﹄
の
�
者
が
石
之
珩
で
は
な
く
︑

寫
本
閒
で
日
附
の
ず
れ
や
記
事
の
�
列
の
差
衣
が
あ
る
こ
と
な
ど
︑
重
�
な
指
摘
を
含
む
も
の
の
︑
い
ず
れ
も
表
面
�
な
分
析
に
と
ど
ま
っ
て

お
り
︑
$
て
の
論
點
に
つ
い
て
再
檢
討
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
︒

金
氏
は
續
く
二
〇
一
八
年
の
論
�(3

)
に
お
い
て
改
修
本
﹃
承
政
院
日
記
﹄
仁
祖
十
四
年
十
二
�
十
四
日
～
三
十
日
條
に
つ
い
て
檢
討
し
た
︒
そ

こ
で
は
︑
①
以
下
で
紹
介
す
る
﹃
南
漢
日
記
﹄
諸
本
の
う
ち
︑
ソ
ウ
ル
大
奎
違
閣
本
A
と
B
は
ほ
ぼ
同
じ
內
容
︑
②
ソ
ウ
ル
大
奎
違
閣
本
A

B
と
中
央
圖
書
館
本
A
は
ほ
ぼ
同
じ
內
容
︑
③
李
�
長
�
﹃
承
政
院
日
記
﹄
の
內
容
は
改
修
本
﹃
承
政
院
日
記
﹄
に
ほ
と
ん
ど
反
映
さ
れ
な
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か
っ
た
︑
と
い
う
三
點
に
つ
い
て
営
べ
て
い
る
︒
本
稿
で
は
こ
の
う
ち
︑
①
③
に
つ
い
て
は
同
�
す
る
が
︑
②
に
つ
い
て
は
見
解
を
衣
に
す
る

こ
と
に
つ
い
て
営
べ
︑
ま
た
あ
わ
せ
て
︑﹃
南
漢
日
記
﹄
と
李
�
長
�
﹃
承
政
院
日
記
﹄
の
關
係
の
う
ち
︑
金
氏
が
觸
れ
て
い
な
い
點
に
つ
い

て
営
べ
る
︒

な
お
﹃
南
漢
日
記
﹄
は
︑
別
の
�
者
に
よ
る
同
名
別
本
が
數
種
傳
存
し
て
い
る
︒
ま
た
大
部
分
の
&
藏
機
關
が
︑
本
稿
で
對
象
と
す
る
﹃
南

漢
日
記
﹄
の
�
者
を
石
之
珩
と
し
て
登
錄
し
︑
一
部
に
つ
い
て
は
羅
萬
甲
�
﹃
丙
子
錄
﹄
と
#
確
に
4
っ
て
登
錄
し
て
い
る
︒
こ
の
た
め
︑
こ

こ
で
と
り
あ
げ
る
﹃
南
漢
日
記
﹄
に
つ
い
て
は
︑
5
宜
�
に
傳
石
之
珩
�
﹃
南
漢
日
記
﹄
と
表
記
し
て
檢
討
を
6
め
る
︒

一

傳
石
之
珩
�
﹃
南
漢
日
記
﹄
に
つ
い
て

(1
)

諸
寫
本

『南
漢
日
記
﹄
の
寫
本
に
つ
い
て
︑
金
南
日
﹇
二
〇
一
五
﹈
は
五
種
を
擧
げ
︑
同
﹇
二
〇
一
八
﹈
で
は
二
種
を
8
加
し
て
い
る(4

)
︒
筆
者
が
︑

韓
國
國
�
9
纂
委
員
會
に
よ
り
:
營
さ
れ
て
い
る
韓
國
歷
�
�
報
瓜
合
シ
ス
テ
ム

(
h
ttp
:
/
/
w
w
w
.k
o
re
a
n
h
isto
ry
.o
r.k
r/
)
を
利
用
し
て
L
査

し
た
と
こ
ろ
︑︻
表
1
︼
の
よ
う
に
十
二
種
の
寫
本
が
存
在
す
る
こ
と
が
�
#
し
た
︒
今
後
の
L
査
に
よ
っ
て
︑
さ
ら
に
增
え
る
可
能
性
が
高

い
︒

a
．
ソ
ウ
ル
大
學
校
韓
國
學
硏
究
院
奎
違
閣
&
藏
本
A

以
下
で
も
檢
討
す
る
よ
う
に
︑
他
本
に
比
べ
て
缺
字
が
目
立
ち
︑
�
�
も
(
じ
な
く
な
っ
て
い
る
箇
&
が
あ
る
な
ど
寫
本
と
し
て
不
備
が
多

い
︒
各
册
に
﹁
�
鮮
總
／
督
府
圖
／
書
之
印
﹂︑﹁
京
城
N
／
國
大
學
／
圖
書
違
﹂
を
押
す
︒
臺
灣
で
出
版
さ
れ
た
�
鮮
石
之
衍
著
﹃
中
韓
關
係

�
料
輯
�
5

南
漢
日
記
﹄
(珪
庭
出
版
社
︑
一
九
七
九
年
)
は
本
�
料
の
影
印
で
あ
る
︒
た
だ
し
︑
同
書
は
底
本
を
#
示
し
て
い
な
い
︒
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b
．
ソ
ウ
ル
大
學
校
韓
國
學
硏
究
院
奎
違

閣
&
藏
本
B

寫
本
と
し
て
は
�
も
狀
態
が
い
い
も
の
と
思
わ

れ
る
︒
各
册
に
﹁
世
寶
﹂︑﹁
觀
物
軒
﹂︑﹁
貮
極
之

違
﹂(5

)
︑﹁
N
國
／
圖
書
／
之
違
﹂︑﹁
�
鮮
總
／
督

府
圖
／
書
之
印
﹂
が
︑
見
P
し
に
﹁
京
城
N
／
國

大
學
／
圖
書
違
﹂︑﹁
서
울
／
大
學
校
／
圖
書
﹂
(ソ

ウ
ル
／
大
學
校
／
圖
書
)
が
押
さ
れ
て
い
る
︒

c
．
東
國
大
學
校
中
央
圖
書
館
&
藏
本

奎
違
閣
本
B
に
つ
い
で
狀
態
が
い
い
が
︑
と
こ

ろ
ど
こ
ろ
字
句
に
つ
い
て
校
訂
を
施
し
た
箇
&
が

み
ら
れ
る
︒

d
．
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
大
學
バ
ー
ク
レ
ー

校
東
ア
ジ
ア
圖
書
館
&
藏
本
A

(以

下
︑
淺
見
�
庫
本
A
)

東
國
大
本
よ
り
も
4
字
が
多
い
が
︑
大
部
分
が

朱
筆
に
よ
り
修
正
さ
れ
て
い
る
︒
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
ア
ー
カ
イ
ブ

(
T
h
e
In
te
rn
e
t
A
rc
h
iv
e
;
h
ttp
s
:

/
/
a
rc
h
iv
e
.o
rg
/
d
e
ta
ils/
te
x
ts)
︑
高
麗
大
學
校
海
外
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【表 1】傳石之珩�『南漢日記』諸寫本の&在

記號 著者名 *** 書 名 册數 &藏機關 \求記號
李箕鎭
後識

デジタル
畫宴

a* 石之珩 南漢日記 4
ソウル大學校
奎違閣

998 無 無

b* 石之珩 南漢日記 4
ソウル大學校
奎違閣

4352 � 無

c 石之珩 南漢日記 4
東國大學校
中央圖書館

D951.0557-
석 79ᆫ

� 無

d* 石之珩 南漢日記 4
UC BERKELEY
Library

ASAMI15.4 � �

e** 羅萬甲 丙子錄 4
UC BERKELEY
Library

ASAMI15.6 無 �

f 石之珩 南漢丙子錄 3
成均館大學校
^經閣

B6B-0007 無 無

g* 石之珩 南漢日記 3 國立中央圖書館 古 2154-8 � �

h 石之珩 南漢日記 4
淑#女子大學校
圖書館

CK811.6-석자혐-

남
� 無

i** 羅萬甲 丙子錄 5
大阪府立
中之島圖書館

韓 5-127 無 �

j* 石之珩 南漢日記 3 國立中央圖書館 古 2154-15 � �

k 石之珩 丙子錄 1 國立中央圖書館 한古� 56-나 187 無 �

l 石之珩 南漢日記 1
高麗大學校
圖書館

암송 B8-A367 無 無

* 金南日［2015］參照。

** 金南日［2018］參照。

***著者名は&藏機關の登錄名に從った。



韓
國
學
_
料
セ
ン
タ
ー

(
h
ttp
:
/
/
k
o
stm
a
.k
o
re
a
.a
c
.k
r/
)
に
て
デ
ジ
タ
ル
畫
宴
が
公
開
さ
れ
て
い
る
︒

e
．
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
大
學
バ
ー
ク
レ
ー
校
東
ア
ジ
ア
圖
書
館
&
藏
本
B

(
以
下
︑
淺
見
�
庫
本
B
)

外
題
は
﹁
丙
子
錄
﹂
で
あ
り
表
紙
見
P
し
部
分
に
﹁
,
�
﹂﹁
高
等
法
院
﹂
の
活
字
が
印
刷
さ
れ
た
附
箋
が
貼
ら
れ
︑﹁
羅
萬
甲
著
／
丙
子
錄

四
册

寫
本
／
自
仁
祖
丙
子
十
二
�
十
四
日
／
至
丁
丑
正
�
初
五
日
／
廿
二
日
閒
記
事
﹂
と
書
き
a
ま
れ
て
い
る
︒
こ
の
こ
と
か
ら
︑
羅
萬
甲

�
﹃
丙
子
錄
﹄
と
し
て
登
錄
さ
れ
た
よ
う
で
あ
る
が
︑
內
容
は
紛
れ
も
な
く
﹃
南
漢
日
記
﹄
で
あ
る
︒
ま
た
冒
頭
の
丙
子
十
二
�
十
四
日
條
の

�
中
︑﹁
&
坡
津
﹂
の
傍
ら
に
附
箋
が
貼
ら
れ
︑﹁
&
坡
津
ハ
松
坡
鎭
ト
同
カ
﹂
と
日
本
語
に
よ
る
,
記
が
な
さ
れ
て
い
る
︒
第
四
册
の
末
尾
に

は
別
筆
で
﹁
江
都
錄
﹂︑﹁
江
都
後
c
﹂︑﹁
洪
學
士
立
d
事
實
﹂︑﹁
大
報
壇
營
円
時
傳
敎

肅
Å
甲
申
四
�
初
十
日
﹂︑﹁
御
製
大
報
壇
詩
幷
序

乙
酉
三
�
初
九
日
﹂︑﹁
英
宗
乙
巳
禮
�
丹
巖
閔
鎭
f
袖
箚
﹂
が
筆
寫
さ
れ
て
い
る
︒
こ
の
う
ち
﹁
江
都
錄
﹂
は
﹁
丙
子
十
二
�
十
二
日
︑
義
州

府
尹
林
慶
業
馳
g
入
來
﹂
と
い
う
書
き
出
し
で
始
ま
る
︒
こ
れ
は
司
饔
院
奉
事
と
し
て
南
漢
山
城
に
籠
城
し
た
南
礏
が
殘
し
た
﹃
南
漢
日
記
﹄

&
收
の
﹁
江
都
錄
﹂
の
書
き
出
し
と
類
似
し
て
お
り(6

)
︑
何
ら
か
の
關
係
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
推
測
さ
れ
る
︒

f
．
成
均
館
大
學
校
^
經
閣
&
藏
本

內
題
は
﹁
南
漢
丙
丁
錄
﹂
と
な
っ
て
い
る
︒
各
册
に
﹁
成
均
館
大
／
學
校
圖
書
／
館
藏
書
印
﹂
を
押
す
︒
表
紙
見
P
し
部
分
に
﹁
己
亥
春
在

錦
營
時
�
來
﹂
と
あ
り
︑
當
該
寫
本
の
成
立
に
つ
い
て
の
手
掛
か
り
に
な
る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
が
︑
確
定
�
な
こ
と
は
い
え
な
い
︒

記
事
の
內
容
や
�
列
な
ど
か
ら
み
て
﹃
南
漢
日
記
﹄
で
あ
る
こ
と
は
閒
i
い
な
い
が
︑
�
に
揭
げ
る
冒
頭
部
分
の
記
営
が
他
本
と
大
き
く
衣

な
っ
て
い
る
︒
傍
線
部
の
記
営
が
︑
他
本
に
は
み
ら
れ
な
い
も
の
で
あ
る
︒

崇
禎
丙
子
十
二
�
十
二
日
︑
l
安
�
觀
察
m
洪
命
耈
馳
g
虜
o
犯
境
︒
十
三
日
︑
印
報


安
州
︒
十
四
日
︑
上
出
幸
江
都
︑
駕
至
南
大
門
︑

聞
o
兵
已
到
高
陽
︒
勢
未
p
得
q
江
都
︒
旋
向
南
漢
︑
由
水
þ
門
馳
至
松
坡
津
︒
江
冰
︒
初
合
時
︑
未
開
路
︑
而
不
暇
下
馬
︒
至
夢
村
︒

日
已
昏
黑
︑
炬
火
不
出
︒
初
s
末
︑
始
q
山
城
︒
百
官
隨
至


數
十
人
︒
大
臣
以
下
諸
侍
從
︑
二
s
中
始
p
來
︒
藥
t
政
院
二
品
以
上
問

安
︒
自
此
u
日
問
安
︒
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g
．
韓
國
國
立
中
央
圖
書
館
&
藏
本
A

以
下
で
も
檢
討
す
る
よ
う
に
︑
奎
違
閣
本
B
系
瓜
の
寫
本
を
も
と
に
再
v
成
さ
れ
た
可
能
性
が
高
い
︒
各
册
に
﹁
國
立
中
央
／
圖
書
館
／
藏

書
印
﹂
を
押
す
︒
奎
違
閣
本
B
系
瓜
と
比
�
し
て
︑
日
附
の
ず
れ
が
み
ら
れ
る
が
︑
詳
細
に
つ
い
て
は
︻
表
7
-1
︼
を
參
照
さ
れ
た
い
︒

末
尾
に
﹁
附
瀋
陽
日
記
﹂
と
し
て
﹁
丁
丑
三
�
十
五
日
﹂︑﹁
四
�
十
五
日
﹂︑﹁
四
�
十
九
日
﹂
の
記
事
が
記
さ
れ
る
︒
こ
れ
は
丙
子
の
亂
後
︑

瀋
陽
で
人
質
と
し
て
暮
ら
し
た
昭
顯
世
子
と
そ
の
周
邉
の
事
�
を
世
子
侍
w
院
が
記
錄
し
た
﹃
瀋
陽
日
記
﹄
の
う
ち
︑﹁
斥
和
x
﹂
の
代
表
と

し
て
淸
に
引
き
わ
た
さ
れ
處
𠛬
さ
れ
た
三
學
士

(洪
y
漢
︑
尹
集
︑
吳
q
濟
)
に
か
か
わ
る
部
分
の
み
を
拔
き
書
き
し
た
も
の
で
あ
る
︒
本
�
中

で
は
︑
三
學
士
に
つ
い
て
$
て
諱
を
{
け
て
空
白
と
す
る
︒﹁
扈
從
錄
﹂
お
よ
び
﹁
附
瀋
陽
日
記
﹂
で
は
﹁
洪
○
○
﹂﹁
尹
○
﹂﹁
吳
○
○
﹂
と

諱
の
部
分
に
﹁
○
﹂
を
記
し
て
い
る
︒

h
．
淑
#
女
子
大
學
校
圖
書
館
&
藏
本

各
册
に
﹁
淑
#
女
子
／
大
學
校
圖
／
書
館
藏
書
﹂
を
押
す
︒
字
が
か
す
れ
て
お
り
�
讀
が
難
し
い
箇
&
が
あ
る
︒
四
册
本
だ
が
︑
內
容
は
末

尾
の
﹃
瀋
陽
日
記
﹄
の
三
學
士
に
か
か
わ
る
部
分
も
含
め
て
中
央
圖
書
館
本
A
と
類
似
す
る
︒

i
．
大
阪
府
立
中
之
島
圖
書
館
&
藏
本

登
錄
は
﹁
丙
子
錄
﹂
で
あ
る
が
︑
外
題
は
﹁
丙
丁
錄
﹂
と
な
っ
て
い
る
︒
五
册
本
で
あ
る
が
︑
第
五
册
は
﹁
江
都
錄
﹂
お
よ
び
﹁
丙
子
日

記
﹂
が
筆
寫
さ
れ
て
い
る
︒
こ
の
う
ち
﹁
江
都
錄
﹂
は
﹁
羅
萬
甲
記
序
﹂
と
あ
る
も
の
の
︑
旣
に
営
べ
た
南
礏
に
よ
る
も
の
で
あ
り
︑﹁
丙
子

日
記
﹂
は
﹁
記
中
凡
偁
我
偁
臣
者
羅
萬
甲
自
偁
也
﹂
と
あ
る
よ
う
に
羅
萬
甲
�
﹃
丙
子
錄
﹄
の
�
寫
で
あ
る
︒﹁
丙
子
春
初
﹂
に
春
信
m
羅
德

憲
と
囘
答
m
李
廓
が
瀋
陽
に
x
�
さ
れ
た
と
こ
ろ
か
ら
始
ま
り
︑
そ
れ
以
!
の
部
分
は
省
略
さ
れ
て
い
る
︒
各
册
に
﹁
大
阪
府
立
／
圖
書
館
／

藏
書
之
印
﹂
を
押
す
︒
大
阪
府
立
圖
書
館
に
よ
る
登
錄
印
の
日
附
は
﹁
大
正
四
年
四
�
十
六
日
﹂
で
あ
る(7

)
︒
本
書
に
つ
い
て
は
�
本
幸
夫
氏
の

硏
究
も
あ
る(8

)
︒
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j
．
韓
國
國
立
中
央
圖
書
館
&
藏
本
B

外
題
は
﹁
丙
子
錄
﹂
と
な
っ
て
い
る
︒
三
册
本
で
あ
り
︑
金
南
日
﹇
二
〇
一
五
﹈
は
︑
十
二
�
二
十
一
日
～
二
十
六
日
部
分
の
記
事
が
な
い

と
し
て
い
る
が
︑
正
確
に
は
十
二
�
二
十
日
巳
時
～
二
十
六
日
部
分
が
な
い
よ
う
で
あ
る
︒
各
册
に
﹁
�
鮮
學
／
�
院
藏
／
書
之
印
﹂
お
よ
び

﹁
국
립
중
앙
／
도
서
관
／
장
서
인
﹂
(國
立
中
央
／
圖
書
館
／
藏
書
印
)
を
押
す
︒
中
央
圖
書
館
に
よ
る
登
錄
印
の
日
附
は
一
九
七
二
年
一
一
�
二

八
日
と
な
っ
て
い
る
︒
奎
違
閣
本
A
と
同
じ
く
缺
字
が
目
立
つ
︒

k
．
韓
國
國
立
中
央
圖
書
館
&
藏
本
C

外
題
は
﹁
丙
子
錄
﹂
と
な
っ
て
い
る
︒
一
册
本
で
︑
十
二
�
二
十
日
巳
時
～
二
十
五
日
の
!
�
部
分
が
收
錄
さ
れ
て
い
る
が
︑
體
裁
は
中
央

圖
書
館
本
B
と
は
衣
な
っ
て
お
り
︑
そ
の
關
係
は
不
#
で
あ
る
︒

l
．
高
麗
大
學
校
圖
書
館
&
藏
本

一
册
本
で
あ
り
︑
正
�
十
八
～
十
九
日
の
記
事
の
一
部
分
の
み
が
�
寫
さ
れ
て
い
る
︒

諸
本
各
册
の
v
成
を
示
せ
ば
︻
表
2
︼
の
よ
う
に
な
る
︒

(2
)

傳
來


�

李
箕
鎭
�
﹁
南
漢
日
記
後
識
﹂
は
そ
の
傳
來


�
を
�
の
よ
う
に
記
す
︒
た
だ
し
こ
れ
も
諸
本
に
よ
り
衣
同
が
あ
り
︑
李
箕
鎭
﹃
牧
谷
集
﹄

(卷
七
︑
雜
著
)
&
收
の
﹁
南
漢
日
記
後
識
﹂
に
よ
り
字
句
を
改
め
た
と
こ
ろ
が
あ
る
︒

不
侫
は
旣
に
任
を
南
漢
に
�
け
た
︒
丙
丁
の
故
事
を
見
よ
う
と
し
た
が
︑
參
考
と
す
べ
き
�
字
は
な
か
っ
た
︒
諸
�
に
問
う
と
︑
①
か

つ
て
﹃
南
漢
日
記
﹄
數
册
が
あ
っ
た
が
︑
や
が
て
散
佚
し
︑
帙
を
成
さ
な
く
な
っ
た
︒
②
あ
る
年
に
な
っ
て
︑
承
政
院
か
ら
命
令
が
な

さ
れ
て
6
�
し
︑
そ
の
ま
ま
聯
絡
が
な
い
︑
と
答
え
た
︒
賤
臣
は
か
つ
て
上
に
お
目
に
か
か
っ
た
時
に
こ
の
こ
と
を
申
し
上
げ
た
︒
上
は

に
わ
か
に
命
じ
て
い
っ
た
︑
も
し
6
�
さ
れ
た
も
の
が
見
つ
か
る
よ
う
な
こ
と
が
あ
れ
ば
︑
人
を
�
っ
て
も
と
あ
っ
た
と
こ
ろ
に
戾
す
よ
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う
に
︑
と
︒
�
席
し
て
長
い
閒
お
待
ち

し
て
い
た
が
︑
わ
ざ
わ
ざ
繰
り
P
し
申

し
上
げ
る
よ
う
な
こ
と
は
し
な
か
っ
た
︒

③
後
に
あ
る
人
の
家
の
書
架
の
な
か

か
ら
︑
怨
た
に
一
本
を
得
た
︒
標
題
に

南
漢
日
記
と
あ
り
︑
$
四
9
︑
凡
例
は

#
ら
か
に
,
書
に
よ
る
�
居
,
か
ら
出

た
も
の
で
あ
っ
た
︒
か
つ
て
南
漢
山
城

に
あ
っ
た
𦾔
本
の
な
か
か
ら
︑
�
寫
さ

れ
て
傳
わ
っ
た
も
の
の
よ
う
で
あ
る
︒

そ
れ
は
�
席
上
で
の
議
論
を
詳
し
く
記

錄
し
た
も
の
の
よ
う
で
あ
り
︑
し
か
も

人
の
是
非
や
事
の
可
否
に
は
說
き
お
よ

ん
で
い
な
い
︒
倉
卒
に
ま
と
め
ら
れ
た

と
こ
ろ
が
あ
り
︑
疎
漏
が
あ
る
か
も
し

れ
な
い
が
︑
決
し
て
僞
り
を
営
べ
事
實

に


ぎ
る
と
こ
ろ
は
な
い
と
分
か
り
︑

信
筆
で
あ
る
こ
と
は
#
ら
か
で
あ
る
︒

こ
の
城
に
お
い
て
こ
の
記
錄
が
な
い
︑
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【表 2】『南漢日記』諸本各册のv成

年 � 日

奎
違
閣
本
A

奎
違
閣
本
B

東
國
大
本

淺
見
�
庫
本
A

淺
見
�
庫
本
B

^
經
閣
本

中
央
圖
本
A

淑
#
女
大
本

中
之
島
圖
本

中
央
圖
本
B

中
央
圖
本
C

高
麗
大
本

丙
子 12�

12 日〜

上

14 日〜
一 一 元 一 元

一

元
一 天

20 日〜

20 日巳時

二 二 亨 二 亨 二
($)

21 日〜

亨
22 日〜

25 日〜

二
26 日〜

27 日〜

三 三 利 三 利

中

利 三 地

丁
丑 正月

初 2 日〜

初 3 日〜

三

初 4 日〜

初 5 日〜

初 6 日〜

四

四 貞 四

貞

貞

四 人

初 10 日〜

11 日〜

下
18 日〜

($)
19 日〜

30 日〜

後 識

扈從錄 四 貞 下 四 人



と
い
う
こ
と
が
あ
り
得
よ
う
か
︒
そ
こ
で
こ
の
書
を
�
寫
し
︑
諸
府
に
保
存
さ
せ
︑
後
世
の
參
考
と
し
て
用
い
る
よ
う
に
さ
せ
た
︒

崇
禎
丙
子
後
再
癸
酉
留
守
�
守
禦
m
李
箕
鎭
謹
識(9

)
︒

｢崇
禎
丙
子
後
再
癸
酉
﹂
と
は
︑
英
祖
二
十
九
年

(一
七
五
三
)
で
あ
る
︒

①
の
﹃
南
漢
日
記
﹄
は
,
書
日
記
と
し
て
燒
失
!
の
﹃
承
政
院
日
記
﹄
の
原
�
料
と
な
っ
た
も
の
と
同
內
容
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
︒
②

の
﹃
南
漢
日
記
﹄
は
︑
金
南
日
﹇
二
〇
一
五
﹈
で
指
摘
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
﹃
承
政
院
日
記
﹄
の
燒
失
を
�
け
て
英
祖
二
十
一
年

(一
七
四
五
)

十
二
�
に
6
�
さ
れ(10

)
︑
改
修
本
﹃
承
政
院
日
記
﹄
の
原
�
料
と
し
て
利
用
さ
れ
た
と
考
え
る
の
が
自
然
で
あ
る
と
思
わ
れ
る(11

)
︒
�
年
五
�
︑
英

祖
は
日
記
廳
堂
上
の
任
珽
︑
洪
g
禧
︑
李
喆
輔
に
︑﹁
�
出
﹂
さ
せ
た
﹁
南
漢
日
記
﹂
を
下
し
與
え
て
い
る(12

)
︒
金
南
日
﹇
二
〇
一
五
﹈
に
よ
れ

ば
︑
こ
の
﹃
南
漢
日
記
﹄
の
仁
祖
十
四
年
十
二
�
部
分
は
二
十
六
日
條
の
一
部
を
除
い
て
失
わ
れ
て
お
り
︑
改
修
本
﹃
承
政
院
日
記
﹄
の
當
該

部
分
は
﹁
燼
餘

(日
記
)
﹂
が
典
據
�
料
と
し
て
利
用
さ
れ
た
と
い
う

(二
五
四
︑
二
六
三
頁
)
︒
改
修
本
﹃
承
政
院
日
記
﹄
の
典
據
�
料
と
し
て

擧
げ
ら
れ
る
﹁
內
下
南
漢
日
記
﹂
と
は
こ
れ
で
あ
る
と
思
う
︒
③
の
﹃
南
漢
日
記
﹄
は
︑
さ
ら
に
そ
の
後
に
發
見
さ
れ
た
︑﹁
$
四
9
﹂
の
完

帙
本
で
あ
っ
た
︒
こ
れ
を
筆
寫
し
た
も
の
が
︑
現
存
す
る
諸
本
の
原
型
と
な
っ
た
こ
と
は
閒
i
い
な
い
︒
こ
の
閒
の
經
雲
を
圖
示
す
れ
ば
︻
圖

1
︼
の
よ
う
に
な
る
︒

(3
)

寫
本
閒
の
衣
同

⒜

十
二
�
十
四
日
條

實
際
に
﹃
南
漢
日
記
﹄
の
諸
本
を
手
に
し
た
時
︑
ま
ず
目
を
引
く
の
が
︑
冒
頭
部
分
に
當
た
る
十
二
�
十
四
日
條
の
空
白
部
分
で
あ
る
︒
旣

に
^
經
閣
本
に
つ
い
て
紹
介
し
た
際
に
引
用
し
た
よ
う
に
︑
國
王
が
南
漢
山
城
に
到
着
し
た
部
分
の
後
に
續
く
箇
&
で
あ
る
︒
國
王
は
︑
備
邉

司
の
高
官
ら
九
名
を
引
見
し
︑﹁
こ
の
城
に
入
れ
た
の
は
上
出
來
で
あ
っ
た
﹂
と
ま
ず
は
勞
い
の
言
葉
を
か
け
た
︒
し
か
し
︑
領
議
政
の
金
瑬

は
︑﹁
こ
の
城
は
險
阻
で
あ
る
が
︑
周
圍
か
ら
孤
立
し
て
い
て
危
險
な
の
で
︑
#
日
の
早
�
に
出
發
し
て
︑
果
川
か
ら
江
都
へ
入
﹂
っ
て
は
ど
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【圖 1】傳石之珩�『南漢日記』の傳來
�



う
か
と
提
案
す
る
︒
こ
れ
に
對
し
て
國
王
が
﹁
も
う
ま
に
あ
わ
な
い

(
�
不
p
事
)
﹂
と
�
極
�
な
�
勢
を
み
せ
た(

13
)

後
の
や
り
と
り
の
部
分
に
つ

い
て
諸
本
を
比
�
す
る
と
︻
表
3
︼
の
よ
う
に
な
る
︒
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【表
3
︼
傳
石
之
珩
�
﹃
南
漢
日
記
﹄
十
二
月
十
四
日
條
の
空
白
部
分
の
比
較

奎
違
閣
本
A

瑬
曰
︑
此
城
決
不
可
留
︒
請
速
行
江
都
︒

非
不
好
也
︒
距
此
甚
遠
︹
五
十
五
︺

何
︒
雖
然
若
自
上
在
此
圖
之
︑︹
二
〕

以
動
彼
虜
之
心
︒
蓋
︹
五
︺

城

無
︽
二
︾
面
據
之
︑
則
將
無
可
爲
之
策
矣
︒

奎
違
閣
本
B

瑬
曰
︑
此
城
決
不
可
留
︒
請
速
幸
江
都
︒
上
曰
︑
江
都
非
不
好
也
︒
距
此
甚
遠
︑
而
賊
兵
絶
路
︑
何
可
及
達
乎
︒

李
聖
求
曰
︑
今
日
若
直
出
馳
進
︑
則
亦
可
及
達
︒
而
不
能
往
矣
︒
瑬
曰
︑
渠
旣
以
好
意
言
之
︒
我
亦
以
好

意
答
之
︑
姑
︹
十
五
︺

此
圖
之
︑
則
不
可
以
動
彼
虜
之
心
︒
蓋
賊

已
知
孤
城

無
恃
︑
四
面
據
之
︑
則
將
無
可
爲
之
策
矣
︒

東
國
大
本

瑬
曰
︑
此
城
決
不
可
留
︒
請
速
幸
江
都
︒
上
曰
︑
江
都
非
不
好
也
︒
距
此
甚
遠
︑
而
賊
兵
絶
路
︑
何
可
支
達
乎
︒

李
聖
求
曰
︑
今
日
若
直
出
馳
進
︑
則
亦
可
及
達
︒
而
不
能
往
矣
︒
瑬
曰
︑
渠
旣
以
好
意
言
之
︒
我
亦
以
好

意
答
之
︑
姑
︹
六
︺

何
︒
雖
然
若
自
上
在
此
圖
之
︑
則
不
可
以
動
彼
虜
之
心
︒
蓋
賊

已
知
孤
城

無
恃
︑
四
面
據
之
︑
則
將
無
可
爲
之
策
矣
︒

淺
見
�
庫
本
A

瑬
曰
︑
此
城
決
不
可
留
︒
請
速
幸
江
都
︒
上
曰
︑
江
都
非
不
好
也
︒
距
此
甚
遠
︑
而
賊
兵
絶
路
︑
何
可
及
達
乎
︒

李
聖
求
曰
︑
今
日
若
直
出
馳
進
︑
則
亦
可
及
達
︒
而
不
能
往
矣
︒
瑬
曰
︑
渠
旣
以
好
意
言
之
︒
我
亦
以
好

意
答
之
︑
姑
︹
六
︺

何
︒
雖
然
若
自
上
在
此
圖
之
︑
則
不
可
以
動
彼
虜
之
心
︒
蓋
賊

已
知
孤
城

無
恃
︑
四
面
據
之
︑
則
將
無
可
爲
之
策
矣
︒

淺
見
�
庫
本
B

瑬
曰
︑
此
城
決
不
可
留
︒
請
速
行
江
都
︒

非
不
好
也
︒
距
此
甚
遠
︹
二
十
九
︺

何
︒
雖
然
若
自
上
在
此
圖
之
︹
四
︺

以
動
彼
虜
之
心
︒
蓋
︹
五
︺

城

無
恃
︑
四
面
據
之
︑
則
將
無
可
爲
之
策
矣
︒

^
經
閣
本

瑬
曰
︑
此
城
決
不
可
留
︒
宜
速
幸
江
都
︒
上
曰
︑
江
都
非
不
好
也
︒
距
此
甚
遠
︑
而
賊
兵
絶
路
︑
何
可
及

乎
︒

兵
曺
判
書
李
聖
求
曰
︑
今
日

直
出
馳
進
︑
則
亦
可
及
達
矣
︒

瑬
曰
︑
渠
旣
以
好
意
言
之
︒
我
亦
好

意
答
之
︑
姑
使
退
兵
︑
而
爲
之
計

如
何
︒
雖
然

自
上
在
此
圖
之
︑
則
不
可
以
動
彼
虜
之
心
︒
蓋
賊
則
已
知
孤
城

無
恃
︑
四
面
據
之
︑
則
將
無
可
爲
之
策
︒



こ
の
部
分
を
比
�
す
る
だ
け
で
も
︑
寫
本
に
よ
っ
て
か
な
り
の
衣
同
が
あ
り
︑
そ
の
關
係
に
つ
い
て
一
槪
に
論
じ
ら
れ
な
い
こ
と
が
分
か
る
︒

完
帙
本
の
う
ち
︑
�
も
缺
損
が
多
い
の
が
奎
違
閣
本
A
で
あ
り
︑
そ
の
直
!
の
國
王
の
發
言
で
あ
る
﹁
非
不
好
也
﹂
の
部
分
も
︑﹁
上
曰
﹂
が

脫
落
し
て
い
る
た
め
︑
�
�
が
(
じ
な
く
な
っ
て
い
る
︒

,
目
さ
れ
る
の
は
缺
損
部
分
の
處
理
の
仕
方
で
︑
奎
違
閣
本
A
B
︑
東
國
大
本
︑
淺
見
�
庫
本
A
B
︑
中
央
圖
本
B
は
該
當
部
分
を
空
白
で

表
現
し
︑
淑
#
女
大
本
︑
中
央
圖
本
A
は
﹁
缺
﹂
の
一
字
の
み
で
表
現
し
て
い
る
︒
!
六
本
と
後
二
本
は
そ
れ
ぞ
れ
記
事
內
容
の
面
で
も
類
似

し
て
い
る
點
が
多
く
︑
こ
の
二
系
瓜
の
寫
本
が
あ
っ
た
と
み
て
よ
い
︒
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中
央
圖
本
A

瑬
曰
︑
此
城
決
不
可
留
︒
請
速
幸
江
都
︒
上
曰
︑
江
都
非
不
好
也
︒
距
此
甚
遠
︑
而
賊
兵
截
路
︑
何
可
及
達
乎
︒

李
聖
求
曰
︑
今
日
若
直
出
馳
進
︑
則
亦
可
及
達
︒
而
不
能
往
矣
︒
瑬
曰
︑
渠
旣
以
好
意
言
之
︒
我
亦
以
好

意
答
之
︑
姑
缺

此
圖
之
︑
則
不
可
以
動
彼
虜
之
心
︒
蓋
則
賊
已
知
孤
城

無
恃
︑
四
面
據
之
︑
則
將
無
可
爲
之
策
矣
︒

淑
#
女
大
本

瑬
曰
︑
此
城
決
不
可
留
︒
請
速
幸
江
都
︒
上
曰
︑
江
都
非
不
好
也
︒
距
此
甚
遠
︑
而
賊
兵
截
路
︑
何
可
及
達
乎
︒

李
聖
求
曰
︑
今
日
若
直
出
馳
進
︑
則
亦
可
及
達
︒
而
不
能
往
矣
︒
瑬
曰
︑
渠
旣
以
好
意
言
之
︒
我
亦
以
好

意
答
之
︑
姑
缺

此
圖
之
︑
則
不
可
以
動
彼
虜
之
心
︒
蓋
賊

已
知
孤
城

無
恃
︑
四
面
據
之
︑
則
將
無
可
爲
之
策
矣
︒

中
之
島
圖
本

瑬
曰
︑
此
城
決
不
可
留
︒
請
速
行
江
都
︒

非
不
好
也
︒
距
此
甚
遠
︑
而
賊
兵
絶
路
︑
何
可
及
達
乎
︒

李
聖
求
曰
︑
今
日
若
直
出
馳
進
︑
則
亦
可
及
達
︑
而
不
能
往
矣
︒
瑬
曰
︑
渠
旣
以
好
意
言
之
︒
我
亦

好

意
思
之
︑
姑
使
退
兵
︑
而
爲
之
計
料
如
何
︒
雖
然
若
自
上
在
此
圖
之
︑
則
不
可
以
動
彼
虜
之
心
︒
蓋
賊

已
知
孤
城

無
恃
︑
四
面
據
之
︑
則
將
無
可
爲
之
策
矣
︒

中
央
圖
本
B

瑬
曰
︑
此
城
決
不
可
留
︒
請
速
行
江
都
︒

非
不
好
也
︒
距
此
甚
遠
︑
︹
百
八
︺

何
︒
雖
然
若
自
上
在
此
圖
之
︑︹
二
︺
以
動
彼
虜
之
心
︒
蓋
︹
十
一
︺

城

無
恃
︑
四
面
據
之
︑
則
將
無
可
爲
之
策
矣
︒

＊
〔

︺
內
は
空
白
の
�
字
數
︑︽

︾
內
は
缺
損
の
�
字
數
を
示
す
︒

＊
空
白
分
の
�
字
數
は
目
安
で
あ
り
︑
實
際
に
底
本
で
失
わ
れ
て
い
た
�
字
數
は
確
言
で
き
な
い
︒



こ
れ
に
對
し
て
︑
中
之
島
圖
本
︑
^
經
閣
本
は
上
記
二
系
瓜
の
い
ず
れ
と
も
い
え
な
い
部
分
が
多
い
︒
本
記
事
に
つ
い
て
も
︑
空
白
や

﹁
缺
﹂
字
部
分
が
な
く
︑
こ
れ
ら
に
よ
っ
て
そ
の
記
営
を
復
元
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
っ
て
い
る
︒
そ
し
て
こ
こ
か
ら
︑
國
王
自
身
が
南
漢
山

城
か
ら
江
華
島
へ
の
移
動
に
か
な
り
�
極
�
で
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
︒

⒝

十
二
�
二
十
七
日
條

『南
漢
日
記
﹄
の
十
二
�
二
十
七
日
條
は
︑
$
體
の
記
事
の
な
か
で
も
特
衣
で
あ
り
︑
記
事
の
分
析
に
際
し
て
は
眞
っ
先
に
檢
討
が
必
�
な

箇
&
で
あ
る
と
い
え
る
︒

こ
の
日
の
#
け
方
︑
國
王
と
大
臣
お
よ
び
高
官
と
の
閒
で
な
さ
れ
た
や
り
と
り
に
關
す
る
記
事
で
あ
る
が
︑
同
じ
の
場
&
で
の
や
り
と
り
を

記
錄
し
た
ひ
と
ま
と
ま
り
の
記
事
が
︑
聯
續
し
て
收
錄
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
︒
ま
ず
︑
該
當
箇
&
を
奎
違
閣
本
B
か
ら
引
用
す
る
︒
奎
違
閣

本
B
は
﹁
〇
﹂
な
ど
で
記
事
の
分
割
は
な
さ
れ
て
い
な
い
が
︑
後
で
比
�
す
る
中
央
圖
本
A
を
參
考
に
丸
數
字
で
(
し
番
號
を
附
し
た
︒

⑪

�
︒
大
臣
引
見
︒
上
曰
︑
奴
中
�
m
事
︑
不
�
宰
臣
者
何
�
歟
︒
瑬
曰
︑
自
我
�
m
︑
(a
)
旣
未
合
當
︒
而
宰
臣
入
去
︑
或
�
拘
留
之

患
︑
則
大
傷
國
體
︒
(b
)
故
欲
m
伏
兵
︑
先
(
牛
酒
出
�
之
�
於
馬
胡
︑
而
�
m
耳
︒
如
此
則
事
�
�
第
︑
似
爲
5
當
︒
(c
)
上
曰
︑

聞
諸
處

(d
)
或
�
應
�
︑
或
爲
應
火
云
︒
其
事
如
何
︒
(e
)
瑬
曰
︑
�
喜
川
屯
兵
︑
不
是
湖
南
兵
︑
則
必
是
湖
西
兵
也
︒
江
原
�
之

兵
︑
則
來
屯
檢
丹
︒
此
去
其
處
二
十
里
矣
︒
上
曰
︑
沈
器
成
尙
未
出
去
乎
︒
(f
)
留
都
大
將
處
︑
 
度
�
人
乎
︒
¡
兵
雖
來
︑
不
可
不

接
濟
也
︒
瑬
曰
︑
器
成
則
時
未
出
去
︒
(g
)
景
曾
曰
︑
留
都
大
將
處
︑
則
李
信
民
昨
已
出
去
矣
︒

⑫

江
原
�
出
去
僧
人
入
來
︒
監
司
趙
廷
虎
狀
g
︑
m
原
州
營
將
權
井
吉
︑
領
原
州
鎭
管
軍
兵
︑
先
爲
赴
難
︒
臣
則
s
督
未
到
軍
兵
︑
鱗
�
6

去
云
云
事
︒
原
州
牧
m
李
重
吉
上
駅
大
槪
︑
聞
變
痛
哭
︑
罔
知
&
爲
︒
謹
¤
手
下
衙
兵
三
十
名
︑
與
權
井
吉
偕
赴
︑
而
監
司
分
付
︑
¥
向

本
�
︑
接
濟
軍
糧
云
云
︒
因
上
乾
雉
二
首
︑
僧
人
帶
來
︒

⑬

(a
)
上
曰
︑
勤
王
兵
已
來
︑
自
此
亦
爲
放
�
︑
以
助
形
勢
如
何
︒
瑬
曰
︑
放
�
則
不
關
︑
而
出
�
牛
酒
︑
正
其
 
也
︒
上
曰
︑
非
敢
欲
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m
o
畏
懼
也
︒
(b
)
欲
激
勤
王
兵
之
氣
也
︒
瑞
鳳
曰
︑
刻
�
定
¦
︑
¡
兵
到
§
︑
然
後
可
以
爲
之
︒
不
必
爲
虛
放
也
︒
上
曰
︑
(c
)
自

我
不
助
聲
勢
︑
則
士
卒
豈
�
奮
發
之
氣
耶
︒
(d
)
瑬
曰
︑
江
原
之
軍
︑
已
爲
應
�
︒
(e
)
若
到
§
處
︑
則
可
以
內
外
挾
攻
也
︒

⑭

大
司
諫
金
槃
\
對
︑
g
曰
︑
出
�
牛
酒
事
︑
(a
)
臣
於
昨
日
聞
之
矣
︒
(b
)
無
©
於
大
義
︑
而
事
可
以
救
ª
︑
則
到
此
地
頭
︑
窮
蹙
已

極
︒
(c
)
Å
堂
&
爲
︑
固
不
敢
爭
︒
同
僚
皆
欲
爭
執
︑
(d
)
而
臣
以
此
�
止
之
矣
︒
今
日
則
事
 
已
衣
︑
姑
先
出
擊
︑
牛
酒
雖
或
�
之
︑

(e
)
待
歲

(f
)
出
�
如
何
︒
上
曰
︑
其
言
是
矣
︒
凡
事
不
可
不
詳
細
思
之
︒
從
!
淺
慮
之
人
︑
4
事
者
已
多
矣
︒
(g
)
槃
曰
︑
­
敎

當
矣
︒
然
宰
臣
入
�
︑
似
爲
未
安
︒
(h
)
上
曰
︑
此
則
大
臣
亦
言
之
矣
︒
上
曰
︑
當
�
何
人
︒
(i
)
瑬
曰
︑
�
李
箕
男
者
︒
卽
鰲
城
府

院
君
李
恆
福
之
妾
子
︑
而
爲
人
伶
俐
︑
善
於
辭
令
︑
可
以
�
之
矣
︒
上
曰
︑
聞

(j
)
鰲
城
之
子
︑
皆
不
若
人
云
︒
(k
)
此
人
則
如
何
︒

弘
胄
曰
︑
嫡
子
則
果
不
p
人
︒
而
此
則
妾
子
︑
爲
人
甚
伶
俐
矣
︒
(l
)
上
曰
︑
今
日
令
各
營
放
�
︑
以
助
¡
兵
之
氣
如
何
︒
瑬
曰
︑
今

日
則
方
�
牛
酒
︑
姑
待
之
似
當
︒
昨
夜
李
�
°
募
二
十
人
︑
爲
夜
擊
之
擧
︒
o
之
形
勢
已
變
︑
±
夜
喧
噪
︑
不
爲
就
睡
︒
故
不
得
爲
之
︒

廣
州
軍
兵
︑
爲
復
讎
\
出
者
十
八
人
︑
而
臣
姑
止
之
︑
先
�
六
名
︑
m
之
偵
探
︒
而
時
未
p
來
矣
︒

⑮

(a
)
上
曰
︑
江
原
�
軍
兵
︑
想
必
不
多
︒
未
知
其
數
 
何
︒
瑬
曰
︑
�
報
中
不
p
軍
數
矣
︒
(b
)
景
曾
曰
︑
咸
鏡
南
�
之
兵
︑
亦
到
²

川
云
︒
而
未
能
�
知
也
︒
瑬
曰
︑
穆
陵
之
內
︑
亦
�
我
國
軍
兵
之
狀
矣
︒
江
原
�
之
軍
兵
︑
分
八
百
爲
三
:
︒
(c
)
而
�
手
皆
爲
山
尺
︒

故
�
精
銳
矣
︒
(d
)
上
曰
︑
µ
¥
僧
人
︑
功
勞
甚
多
︒
卽
爲
論
賞
︒
狀
g
持
來
人
︑
亦
爲
論
賞
�
之
︒
聞
其
人
出
身
云
矣
︒
(e
)
瑬
曰
︑

西
路
之
事
︑
極
可
駭
痛
︒
將
帥
輩
各
保
山
城
︑
不
爲
出
戰
︒
軍
士
則
無
不
願
戰
云
矣
︒
上
曰
︑
牛
酒
早
�
可
也
︒
牛
猪
 
何
︒
瑬
曰
︑
牛

一
猪
二
矣
︒
酒
 
何
︒
曰
十
甁
矣
︒
上
曰
︑
一
駄
可
載
乎
︒
曰
︑
路
險
且
凍
︑
當
載
二
駄
矣
︒
(f
)
景
曾
曰
︑
任
夢
得
之
言
︑
分
#
©

廷
虎
之
言
也
︒
渠
云
十
四
日
在
江
陵
聞
變
云
︒
十
四
日
何
可
p
聞
乎
︒
聞
其
人
訟
於
監
司
而
不
利
者
云
︒
瑬
曰
︑
必
聞
犯
境
之
奇
耳
︒

(g
)
景
曾
曰
︑
原
州
牧
m
上
駅
︑
入
此
之
後
︑
怨
&
得
見
極
可
嘉
善
︒
上
曰
︑
爲
先
赴
難
︑
¸
爲
可
嘉
︒
當
可
褒
奬
可
也
︒
景
曾
曰
︑

營
將
軍
兵
︑
亦
爲
捕
得
o
兵
云
︒
雖
未
知
爲
誰
某
︒
而
亦
當
褒
奬
︑
以
激
士
氣
也
︒
上
曰
︑
其
言
是
矣
︒
亦
爲
褒
奬
︑
以
勸
士
氣
︒
�
出
︒
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⑲

(a
)
l
#
︒
領
議
政
金
瑬
︑
左
議
政
洪
瑞
鳳
︑
右
議
政
李
弘
胄
引
見
︒
入
侍
同
副
承
旨
李
景
曾
︑
假
,
書
李
晳
︑
記
事
官
兪
︒
上
曰
︑

欲
不
�
宰
臣
於
奴
營
者
︑
是
何
�
耶
︒
金
瑬
曰
︑
事
體
似
重
故
也
︒
自
此
先
�
m
臣
︑
於
事
理
本
未
º
當
︒
以

(b
)
若
�
宰
臣
︑
脫
�

拘
留
之
患
︑
則
大
傷
國
體
︒
若
m
伏
兵
︑
先
(
�
牛
酒
之
�
於
馬
胡
︑
(c
)
而
然
後
�
m
︑
則
事
�
�
第
︑
似
或
5
當
也
︒
上
曰
︑

(d
)
¡
兵
來
»
處
︑
擧
火
放
�
云
︒
(e
)
其
勢
如
何
︒
金
瑬
曰
︑
(f
)
見
狀
g
︑
則
江
原
之
兵
︑
來
在
檢
丹
云
︒
檢
丹
去
此
二
十
里

許
︑
�
聲
相
應
︒
而
忠
淸
之
兵
︑
亦
到
竹
山
云
矣
︒
(g
)
上
曰
︑
¡
兵
雖
來
︑
自
此
接
濟
而
後
可
以
得
力
也
︒
沈
器
成
其
已
出
去
耶
︒

留
都
大
將
處
�
 
人
乎
︒
(h
)
金
瑬
曰
︑
沈
器
成
尙
未
出
去
矣
︒
李
景
曾
曰
︑
留
都
大
將
處
︑
則
昨
日
李
信
民
出
去
矣
︒
上
曰
︑
勤
王

兵
已
到
︒
自
此
放
�
︑
示
以
形
勢

(i
)
則
何
如
︒
瑬
曰
︑
臣
�
則
以
爲
不
爲
放
�
︑
隱
然
而
處
似
當
矣
︒
且
此
時
�
m
亦
甚
好
機
也
︒

上
曰
︑
&
以
欲
爲
放
�
者
︑
非
爲
必
m
o
�
&
忌
也
︒
若
如
此
則
外
軍
必
�
&
恃
也
︒
洪
瑞
鳳
曰
︑
待
外
¡
兵
來
︑
而
可
以
�
爲
︑
不
必

虛
事
也
︒
(j
)
上
曰
︑
若
隱
伏
而
不
爲
聲
勢
︑
則
士
卒
其
�
生
氣
乎
︒
(k
)
金
瑬
曰
︑
聞
�
聲
︑
而
知
其
爲
江
原
之
兵
︑
(l
)
此
軍

若
§
來
︑
則
可
以
內
外
協
攻
也
︒

⑳

(a
)
大
司
諫
金
槃
\
對
曰
︑
奴
營
�
牛
酒
事
︑
(b
)
臣
�
以
爲
未
º
︒
而
事
之
十
分
地
頭
︑
若
不
©
理
︑
則

(c
)
事
之
利
©
︑
�
不

暇
¼
︒
(d
)
故
昨
日
同
僚
相
議
︑
欲
爲
g
辭
︒
而
臣
以
此
�
正
云
矣
︒
(e
)
今
聞
江
原
之
兵
︑
已
到
§
地
︒
士
氣
百
倍
︑
可
以
出
擊
︒

\
勿
�
牛
酒
︒
雖
或
�
之
︑
(f
)
觀
勢
爲
之
何
如
︒
上
曰
︑
其
言
亦
然
矣
︒
(g
)
!
日
淺
慮
之
人
︑
致
4
國
事
︒
今
宜
勿
爲
輕
發
也
︒

金
槃
曰
︑
(h
)
雖
�
m
臣
︑
宰
臣
則
勿
�
可
也
︒
上
曰
︑
大
臣
之
�
亦
如
此
矣
︒
(i
)
上
問
曰
︑
武
臣
中
誰
可
µ
者
︒
金
瑬
曰
︑
�
李

箕
男
者
︒
故
相
恆
福
之
妾
子
也
︒
(j
)
群
�
欲
�
此
人
也
︒
上
曰
︑
李
恆
福
之
子
︑
(k
)
人
皆
云
不
S
︒
此
人
何
如
耶
︒
李
弘
胄
曰
︑

人
言
恆
福
之
妾
子
︑
½
¾
於
嫡
子
云
矣
︒
(l
)
洪
瑞
鳳
曰
︑
此
人
以
6
士
而
業
武
者
也
︒
金
瑬
曰
︑
此
人
捕
o
陞
堂
上
︒
而
亦
能
�
能

寫
也
︒
李
弘
胄
曰
︑
只
�
牛
酒
而
已
︒
大
事
則
不
必
與
議
︒
此
人
可
以
�
之
也
︒
金
瑬
曰
︑
¡
兵
雖
到
︑
此
事
則
甚
好
矣
︒
上
曰
︑
然
則

�
之
︒
(m
)
上
曰
︑
外
¡
接
濟
事
︑
相
議
爲
之
可
也
︒
金
瑬
曰
︑
今
日
將
�
m
︒
今
日
則
不
爲
出
兵
似
當
矣
︒

㉑

上
曰
︑
江
原
之
兵
︑
想
必
零
星
矣
︒
金
瑬
曰
︑
�
報
中
其
兵
其
數
︑
(a
)
未
知
 
何
︒
而

(b
)
聞
江
原
之
兵
︑
分
八
百
爲
三
:
︑
而
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�
手
則
甚
精
銳
云
︒
(c
)
今
者
¡
兵
四
集
︑
o
必
疲
於
奔
命
矣
︒
李
景
曾
曰
︑
南
�
之
軍
︑

到
於
²
川
云
矣
︒
金
瑬
曰
︑
西
路
之
事
︑

甚
可
痛
也
︒
各

(d
)
¤
軍
兵
投
入
山
城
︑
其
軍
雖
欲
出
戰
︑
而
±
不
出
兵
云
︒
極
可
痛
駭
也
︒
李
景
曾
曰
︑
任
夢
得
之
言
︑
必
是
À
言

也
︒
十
四
日
在
江
陵
聞
變
云
︑
安
�
此
理
乎
︒
金
瑬
曰
︑
聞
犯
境
之
奇
云
矣
︒
上
曰
︑
任
夢
得
論
賞
︒
狀
g
持
來
人
︑
亦
爲
施
賞
︑
卽
爲

出
�
︒
李
景
曾
曰
︑
聞
馳
報
則
江
原
之
兵
︑
捕
得
o
兵
云
︒
未
知
誰
人
之
必
捕
︒
而
亦
宜
褒
奬
矣
︒
上
曰
︑
依
爲
之
︒
(e
)
洪
瑞
鳳
曰
︑

�
牛
酒
事
︑
宜
Á
定
奪
矣
︒
上
曰
︑
Á
定
宜
矣
︒
仍
問
曰
︑
&
�
之
物
 
許
耶
︒
金
瑬
曰
︑
牛
二
頭
酒
十
甁
矣
︒
上
曰
︑
一
時
持
去
乎
︒

金
瑬
曰
︑
或
Â
或
牽
︑
一
時
�
之
矣
︒

以
上
の
よ
う
に
︑
#
け
方
の
國
王
が
大
臣
を
引
見
し
︑
淸
の
陣
中
へ
の
m
者
x
�
な
ど
を
話
し
合
っ
た
場
面

(
⑪
・
⑬
︑
⑲
)
︑
大
司
諫
金
槃
が

國
王
に
謁
見
を
願
い
出
て
m
者
x
�
に
つ
い
て
�
見
し
た
場
面

(⑭
︑
⑳
)
︑
さ
ら
に
國
王
と
大
臣
と
で
江
原
�
軍
兵
の
動
向
な
ど
を
檢
討
し
︑

國
王
が
淸
の
陣
中
へ
の
m
者
x
�
を
指
示
す
る
場
面

(⑮
︑
㉑
)
が
繰
り
P
さ
れ
て
い
る
︒
省
略
し
た
部
分
に
は
左
承
旨
崔
葕
が
國
王
に
對
し

て
m
者
x
�
へ
の
反
對
を
表
#
し

(⑯
)
︑
國
王
が
羅
萬
甲
を
引
見
し
︑
南
漢
山
城
の
兵
糧
の
管
理
な
ど
に
つ
い
て
指
示
を
出
し

(
⑰
)
︑
淸
の

陣
中
に
李
箕
男
を
m
者
と
し
て
x
�
し
た
が
8
い
P
さ
れ
て
し
ま
っ
た

(⑱
)
こ
と
が
記
さ
れ
る
︒
つ
ま
り
︑
記
事
⑱
で
李
箕
男
x
�
の
顚
末

が
記
さ
れ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
︑
記
事
⑲
～
㉑
で
も
う
一
度
︑
m
者
x
�
に
向
け
た
議
論
が
繰
り
P
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
︒

こ
れ
ら
の
記
事
の
�
列
は
︑
奎
違
閣
本
A
︑
東
國
大
本
︑
淺
見
�
庫
本
A
B
︑
^
經
閣
本
︑
中
之
島
圖
本
︑
中
央
圖
本
B
が
共
(
す
る
︒

﹃
承
政
院
日
記
﹄
十
二
�
二
十
七
日
丁
酉
條
で
も
同
樣
で
あ
り
︑
同
書
で
は
十
三
～
十
四
番
目
と
十
七
～
十
八
番
目
に
そ
れ
ぞ
れ
收
錄
さ
れ
て

い
る
︒﹃
承
政
院
日
記
﹄
の
典
據
は
�
後
の
天
�
記
事
を
除
い
て
い
ず
れ
も
﹁
燼
餘

(日
記
)
﹂
で
あ
る
︒
從
っ
て
改
修
!
の
﹃
承
政
院
日
記
﹄

の
原
�
料
が
こ
の
﹃
南
漢
日
記
﹄
で
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
︒

そ
の
一
方
で
︑
�
に
示
す
よ
う
に
︑
中
央
圖
本
A
︑
淑
#
女
大
本
に
は
#
ら
か
に
こ
の
部
分
を
操
作
し
た
形
跡
が
�
め
ら
れ
る
︒
こ
こ
で
は

中
央
圖
本
A
の
う
ち
︑
十
二
～
十
三
番
目
の
記
事
を
參
照
す
る
︒
ど
の
部
分
が
︑
奎
違
閣
本
B
系
瓜
の
ど
の
箇
&
か
ら
の
引
用
な
の
か
も
#
快

に
示
す
こ
と
が
可
能
で
あ
る
︒
�
に
示
す
引
用
�
中
︑﹁
(⑲
-a
)﹂
と
あ
る
場
合
︑
先
に
引
用
し
た
奎
違
閣
本
B
の
⑲
の
記
事
中
の

(a
)
以
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下
の
傍
線
部
を
も
と
に
し
た
記
営
で
あ
る
こ
と
を
表
現
し
て
い
る
︒

⑫

(⑲
-a
)
l
#
︒
領
議
政
金
瑬
︑
左
議
政
洪
瑞
鳳
︑
右
議
政
李
弘
胄
引
見
︒
同
副
承
旨
李
景
曾
︑
假
,
書
李
晳
︑
記
事
官
兪
㯙
入
侍
︒
上

曰
︑
欲
不
�
宰
臣
於
虜
營
者
︑
是
何
�
耶
︒
金
瑬
曰
︑
事
體
似
重
故
也
︒
自
此
先
�
m
臣
︑
於
事
理

(⑪
-
a
)
旣
未
合
當
︒
而

(⑲
-

b
)
若
�
宰
臣
︑
脫
�
拘
留
之
患
︑
則
大
傷
國
體
︒
(⑪
-
b
)
故
欲
m
伏
兵
︑
先
(
牛
酒
出
�
之
�
於
馬
胡
︑
(⑲
-
c
)
而
然
後
�
m
︒

如
此
則
事
�
�
第
︑
似
或
5
當
也
︒
(⑪
-
c
)
上
曰
︑
聞

(⑲
-
d
)
¡
兵
來
»
處
︑
(⑪
-
d
)
或
�
應
�
︑
或
�
擧
火
云
︒
(⑲
-
e
)

其
勢
如
何
︒
(⑪
-
e
)
瑬
曰
︑
�
喜
川
屯
兵
︑
不
是
湖
南
兵
︑
則
必
是
湖
西
兵
也
︒
(⑲
-
f
)
見
狀
g
︑
則
江
原
之
兵
︑
來
µ
檢
丹
云
︒

此
去
二
十
里
許
︑
�
聲
相
應
矣
︒
(⑲
-g
)
上
曰
︑
¡
兵
雖
來
︑
自
此
接
濟
而
後
可
以
得
力
也
︒
沈
器
成
其
已
出
去
乎
︒
(⑪
-f
)
留
都

大
將
 
度
�
人
乎
︒
(⑲
-h
)
金
瑬
曰
︑
沈
器
成
尙
未
出
去
矣
︒
(⑪
-g
)
李
景
曾
曰
︑
留
都
大
將
處
︑
則
李
信
民
昨
已
出
去
矣
︒
(⑬
-

a
)
上
曰
︑
勤
王
兵
已
到
︒
自
此
亦
爲
放
�
︑
以
助
形
勢
︑
(⑲
-
i
)
則
何
如
︒
瑬
曰
︑
臣
�
則
以
爲
不
爲
放
�
︑
隱
然
而
處
似
當
矣
︒

且
此
時
�
m
亦
甚
好
機
也
︒
上
曰
︑
&
以
欲
爲
放
�
者
︑
非
謂
必
m
o
�
&
畏
懼
也
︒
若
如
此
則
外
軍
必
�
&
恃
︒
(⑬
-b
)
而
欲
激
勤

王
兵
之
氣
也
︒
瑞
鳳
曰
︑
刻
�
定
¦
︑
待
¡
兵
到
§
︑
然
後
可
以
爲
之
︒
不
必
爲
虛
放
也
︒
(⑲
-
j
)
上
曰
︑
若
隱
伏
而

(⑬
-
c
)
自

我
不
助
聲
勢
︑
則
士
卒
豈
�
奮
發
之
氣
耶
︒
(⑲
-k
)
瑬
曰
︑
聞
�
聲
︑
而

(⑬
-d
)
江
原
之
軍
︑
已
爲
應
�
︒
(⑲
-l
)
此
軍

(⑬
-

e
)
若
到
§
處
︑
則
可
以
內
外
挾
攻
也
︒
(⑮
-a
)
上
曰
︑
江
原
�
軍
兵
︑
想
必
不
多
︒
未
知
其
數
 
何
︒
瑬
曰
︑
�
報
中
不
p
其
軍
數
︒

(
㉑
-a
)
未
知
其
 
許
矣
︒
(⑮
-b
)
景
曾
曰
︑
咸
鏡
南
�
之
兵
︑
亦
到
²
川
云
︒
而
未
能
�
知
也
︒
瑬
曰
︑
穆
陵
之
內
︑
亦
�
我
國
軍

兵
之
狀
矣
︒
(
㉑
-b
)
聞
江
原
�
之
兵
︑
分
八
百
爲
三
:
︑
(⑮
-c
)
�
手
則
皆
是
山
人
︒
故
�
爲
精
銳
云
︒
(
㉑
-c
)
今
者
¡
兵
四
集
︑

o
必
疲
於
奔
命
矣
︒
(⑮
-
d
)
上
曰
︑
µ
¥
僧
人
︑
功
勞
甚
多
︒
卽
爲
論
賞
︒
狀
g
持
來
人
︑
亦
爲
論
賞
�
之
︒
聞
其
人
出
身
云
矣
︒

(⑮
-
g
)
景
曾
曰
︑
原
州
牧
m
上
駅
︑
入
此
之
後
︑
怨
&
得
見
極
可
嘉
尙
︒
上
曰
︑
爲
先
赴
難
︑
¸
爲
可
嘉
︒
當
可
褒
奬
也
︒
景
曾
曰
︑

聞
馳
報
︑
則
江
原
�
營
將
軍
兵
︑
捕
得
o
兵
云
︒
雖
未
知
爲
誰
人
之
&
捕
︒
而
亦
宜
褒
奬
也
︒
上
曰
︑
其
言
是
矣
︒
亦
爲
褒
奬
︑
以
勸
士

氣
可
也
︒
(⑮
-e
)
瑬
曰
︑
西
路
之
事
︑
極
可
駭
痛
︒
將
帥
輩
各

(
㉑
-d
)
¤
軍
兵
投
入
山
城
︑
其
軍
雖
欲
出
戰
︑
而
±
不
出
兵
云
矣
︒
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(⑮
-f
)
景
曾
曰
︑
林
夢
得
之
言
︑
分
#
©
趙
廷
虎
之
言
也
︒
渠
云
十
四
日
在
江
陵
聞
變
云
︒
十
四
日
何
可
p
聞
乎
︒
聞
其
人
訟
於
監
司

而
不
利
者
云
矣
︒
瑬
曰
︑
必
聞
犯
境
之
奇
耳
︒

⑬

(⑳
-a
)
大
司
諫
金
槃
\
對
曰
︑
虜
營
�
牛
酒
事
︑
(⑭
-a
)
臣
於
昨
日
聞
之
矣
︒
(⑳
-b
)
臣
�
雖
爲
未
º
︑
(⑭
-b
)
而
無
©
於
大

義
︑
事
可
以
救
ª
︑
則
到
此
地
頭
︑
窮
蹙
已
極
︑
(⑳
-c
)
事
之
利
©
︑
�
不
可
¼
︒
(⑭
-c
)
Å
堂
&
爲
︑
固
不
可
爭
︒
(⑳
-d
)
故

昨
日
同
僚
︑
欲
爲
g
辭
︑
(⑭
-d
)
而
臣
以
此
�
止
之
矣
︒
今
日
則
事
機
已
衣
︒
(⑳
-e
)
聞
江
原
之
兵
︑
已
到
§
地
︑
士
氣
百
倍
︑
可

以
出
擊
︒
\
勿
�
牛
酒
︒
雖
或
�
之
︑
(⑭
-e
)
待
歲
除

(⑳
-f
)
觀
勢

(⑭
-f
)
出
�
何
如
︒
上
曰
︑
其
言
亦
是
矣
︒
凡
事
不
可
不

詳
細
思
之
︒
(⑳
-g
)
!
日
淺
慮
之
人
︑
致
4
國
事
者
多
矣
︒
今
宜
勿
爲
輕
發
也
︒
(⑭
-g
)
槃
曰
︑
­
敎
至
當
矣
︒
然
宰
臣
入
�
︑
似

爲
未
安
︒
(⑳
-h
)
雖
�
m
臣
︑
宰
臣
則
勿
�
可
也
︒
(⑭
-h
)
上
曰
︑
此
則
大
臣
亦
言
之
矣
︒
(⑳
-i
)
上
問
金
瑬
曰
︑
武
臣
中
誰
可

µ
者
︒
(⑭
-i
)
金
瑬
曰
︑
�
李
箕
男
者
︒
卽
鰲
城
府
院
君
李
恆
福
之
妾
子
︑
而
爲
人
伶
俐
︑
善
於
辭
令
︒
(⑳
-j
)
群
�
欲
�
此
人
也
︒

上
曰
︑
(⑭
-j
)
鰲
城
之
子
︑
(⑳
-k
)
人
皆
云
不
S
︒
(⑭
-k
)
此
人
則
何
如
︒
弘
胄
曰
︑
嫡
子
則
果
不
p
人
︒
而
此
則
妾
子
︑
爲
人

甚
伶
俐
矣
︒
(⑳
-l
)
瑞
鳳
曰
︑
此
人
以
6
士
而
業
武
者
也
︒
瑬
曰
︑
此
人
捕
o
陞
堂
上
︒
而
亦
能
�
能
寫
也
︒
弘
胄
曰
︑
只
可
�
牛
酒

而
已
︒
大
事
不
必
與
議
︒
此
人
可
以
�
之
也
︒
瑬
曰
︑
¡
兵
雖
到
︑
此
事
則
甚
好
矣
︒
上
曰
︑
然
則
�
之
︒
(⑭
-l
)
上
印
曰
︑
今
日
令

各
營
放
�
︑
以
助
¡
兵
之
氣
何
如
︒
瑬
曰
︑
今
日
則
方
�
牛
酒
︑
姑
待
之
似
當
︒
昨
夜
李
�
°
募
二
十
人
︑
爲
夜
擊
之
擧
︒
o
之
形
勢
已

變
︑
±
夜
喧
噪
︑
不
爲
就
睡
︒
故
不
得
爲
之
︒
廣
州
軍
兵
︑
爲
復
讐
\
出
者
十
八
人
︑
而
臣
姑
止
之
︑
先
�
六
名
︑
m
之
偵
探
︒
而
時
未

p
來
矣
︒
(
㉑
-e
)
瑞
鳳
曰
︑
�
牛
酒
事
︑
宜
Á
定
奪
矣
︒
上
曰
︑
Á
定
宜
矣
︒
仍
問
曰
︑
&
�
之
物
 
許
︒
瑬
曰
︑
牛
二
頭
酒
十
甁
矣
︒

上
曰
︑
一
時
持
去
乎
︒
瑬
曰
︑
或
Â
或
牽
︑
一
時
�
之
矣
︒
(⑳
-
m
)
上
曰
︑
外
¡
接
濟
事
︑
相
議
爲
之
可
也
︒
瑬
曰
︑
今
日
將
�
m
︒

今
日
則
不
爲
出
兵
似
當
矣
︒

こ
の
よ
う
に
︑
中
央
圖
本
A
は
#
ら
か
に
奎
違
閣
本
B
系
瓜
の
記
事
を
繼
ぎ
接
ぎ
し
て
再
v
成
し
た
も
の
で
あ
る
︒
こ
の
部
分
に
つ
い
て
は
淑

#
女
大
本
も
中
央
圖
本
A
と
ほ
ぼ
同
�
を
載
せ
る
︒
ま
た
︑
奎
違
閣
本
B
系
瓜
の
記
事
⑫
﹁
江
原
�
出
去
僧
人
入
來
﹂
以
下
の
く
だ
り
は
︑
中
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央
圖
本
A
で
は
十
二
�
二
十
七
日
條
の
三
番
目
の
記
事
と
し
て
登
場
し
︑
淑
#
女
大
本
で
は
い
ま
引
用
し
た

中
央
圖
本
A
の
記
事
⑫
と
⑬
の
閒
に
揷
入
さ
れ
る
な
ど
︑
收
錄
箇
&
が
諸
本
で
ま
ち
ま
ち
で
あ
る
︒
こ
れ
は

江
原
監
司
趙
廷
虎
の
狀
g
が
屆
け
ら
れ
た
時
點
を
基
準
と
し
て
�
列
す
る
の
か
︑
あ
る
い
は
狀
g
の
內
容
が

國
王
と
大
臣
の
や
り
と
り
で
觸
れ
ら
れ
る
た
め
︑
話
し
合
い
の
直
!
の
部
分
に
揷
入
す
る
の
か
と
い
う
記
事

の
操
作
�
圖
と
關
係
す
る
と
思
わ
れ
る
︒
奎
違
閣
本
B
系
瓜
と
中
央
圖
本
A
お
よ
び
淑
#
女
大
本
の
記
事
の

對
應
關
係
を
ま
と
め
た
の
が
︻
表
4
︼
で
あ
る
︒

み
ら
れ
る
よ
う
に
︑
奎
違
閣
本
B
系
瓜
は
同
じ
場
面
の
描
寫
が
繰
り
P
さ
れ
る
が
︑
ど
ち
ら
も
時
系
列
は

同
じ
で
あ
る
︒
こ
れ
に
對
し
て
︑
中
央
圖
本
A
系
瓜
で
は
︑﹁
上
曰
︑
江
原
�
軍
兵
﹂
で
始
ま
る
江
原
�
か
ら

の
¡
軍
を
め
ぐ
る
國
王
と
金
瑬
の
や
り
と
り
が
︑
#
け
方
の
國
王
と
大
臣
と
の
や
り
と
り
を
記
営
し
た
中
央

圖
本
A
お
よ
び
淑
#
女
大
本
の
記
事
⑫
に
繰
り
入
れ
ら
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
︒
つ
ま
り
︑
こ
の
箇
&
は
奎
違

閣
本
B
系
瓜
と
比
�
し
て
順
番
が
!
後
す
る
結
果
と
な
っ
て
い
る
︒
こ
の
點
︑
中
央
圖
本
A
系
瓜
の
利
用
に

は
愼
重
に
な
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
︒

と
は
い
え
︑
中
央
圖
本
A
系
瓜
の
試
み
は
︑
結
果
�
に
︑
奎
違
閣
本
B
系
瓜
の
﹃
南
漢
日
記
﹄︑
そ
し
て
そ

れ
を
も
と
に
し
た
﹃
承
政
院
日
記
﹄
が
︑
同
じ
や
り
と
り
に
對
す
る
二
(
り
の
記
営
を
︑
瓜
合
せ
ず
に
そ
の

ま
ま
收
錄
し
た
こ
と
を
示
し
て
く
れ
る
も
の
と
な
っ
て
い
る
︒
こ
の
こ
と
は
︑
十
二
�
二
十
七
日
の
國
王
と

大
臣
の
や
り
と
り
に
始
ま
る
ひ
と
ま
と
ま
り
の
記
錄
が
少
な
く
と
も
二
つ
は
存
在
し
て
い
た
こ
と
を
�
味
す

る
︒そ

の
作
成
者
は
記
事
中
に
も
登
場
す
る
假
,
書
李
晳
︑
記
事
官
兪
㯙
で
あ
り
︑
奎
違
閣
本
B
の
記
事
⑪
～

⑮
は
李
晳
に
よ
る
﹁
,
書
日
記
﹂︑
同
じ
く
記
事
⑲
～
㉑
は
兪
㯙
に
よ
る
﹁
春
秋
館
日
記
﹂
で
あ
る
可
能
性
が
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【表 4】『南漢日記』12� 27 日條 (部分) における奎違閣本B系瓜と中央圖本A
および淑#女大本との對應關係

奎違閣本B系瓜 中央圖本A 淑#女大本

大臣引見 ⑪ ⑲ ⑫ ⑫

江原�出去僧人 ⑫ ③ ⑬

上曰、勤王兵 ⑬ ⑲ ⑫ ⑫

大司諫金槃\對 ⑭ ⑳ ⑬ ⑭

上曰、江原� ⑮ ㉑ ⑫ ⑫



極
め
て
高
い
︒
ま
ず
﹃
南
漢
日
記
﹄
は
﹁
,
書
日
記
﹂
を
集
成
し
た
も
の
な
の
で
︑
作
成
者
は
承
政
院
に
&
屬
す
る
,
書
お
よ
び
假
,
書
︑
さ

ら
に
臨
時
に
設
け
ら
れ
る
事
變
假
,
書
で
あ
る
︒
從
っ
て
記
事
⑪
～
⑮
の
作
成
は
こ
の
時
に
勤
務
し
て
い
た
李
晳
の
擔
當
で
あ
る
︒

�
に
︑
記
事
⑲
は
冒
頭
に
大
臣
︑
承
旨
︑
,
書
︑
記
事
官
と
い
う
參
席
者
の
名
Å
が
記
さ
れ
て
い
る
︒
こ
こ
に
見
え
る
記
事
官
兪
㯙
は
﹃
南

漢
日
記
﹄
末
尾
の
﹁
扈
從
錄
﹂
に
よ
れ
ば
︑
藝
�
館
檢
閱
で
あ
り
︑
檢
閱
は
奉
敎
︑
待
敎
と
と
も
に
實
錄
9
纂
に
用
い
ら
れ
る
﹁
時
政
記
﹂
の

草
稿
と
な
る
﹁
春
秋
館
日
記
﹂
作
成
を
擔
當
し
た(14

)
︒
記
事
⑲
～
㉑
の
原
�
料
は
同
席
し
た
も
う
一
人
の
�
官
で
あ
る
記
事
官
兪
㯙
が
作
成
し
た

﹁
春
秋
館
日
記
﹂
と
み
る
の
が
自
然
で
あ
る
と
思
う
︒

さ
ら
に
︑
奎
違
閣
本
B
系
瓜
で
は
兪
㯙
の
諱
を
{
け
て
い
る(15

)
︒
,
書
お
よ
び
記
事
官
に
關
し
て
は
︻
表
5
︼
に
ま
と
め
た
よ
う
な
人
士
が
擔

當
し
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
が
︑
兪
㯙
の
ほ
か
に
{
諱
は
み
ら
れ
な
い
︒
一
方
の
中
央
圖
本
A
系
瓜
は
兪
㯙
を
含
め
て
例
外
な
く
諱
を
記
し
て

お
り
︑
筆
寫
の
際
に
補
わ
れ
た
と
み
ら
れ
る
︒

な
お
金
南
日
﹇
二
〇
一
五
﹈
で
は
︑
改
修
本
﹃
承
政
院
日
記
﹄
と
﹃
南
漢
日
記
﹄
の
十
二
�
﹁
二
五
-二
七
日
の
記
事
も
$
て
同
一
で
あ
る
﹂

(二
六
三
頁
)
と
す
る
の
み
で
︑
こ
の
問
題
に
つ
い
て
觸
れ
て
い
な
い
︒
同
﹇
二
〇
一
八
﹈
で
は
︑﹃
南
漢
日
記
﹄
十
二
�
二
十
七
日
條
に
つ
い

て
內
容
が
重
複
す
る
記
事
が
あ
る
こ
と
は
�
め
る
も
の
の
︑﹁
重
複
し
た
記
事
の
�
初
の
部
分
の
記
事
に
お
い
て
大
臣
を
引
見
し
た
內
容
に
入

侍
し
た
臣
下
の
名
Å
が
な
い
こ
と
が
�
も
大
き
な
差
衣
で
あ
る
﹂
と
営
べ
る
に
と
ど
ま
っ
て
い
る

(
四
一
八
頁
)
︒

(4
)

『南
漢
日
記
﹄
と
石
之
珩

石
之
珩
︑
本
貫
は
忠
州
︑
字
は
叔
珍
︑
號
は
壽
峴
︑
光
海
君
二
年

(一
六
一
〇
)
に
生
ま
れ
︑
仁
祖
十
二
年

(一
六
三
四
)
︑
增
廣
�
科
に
乙

科
で
p
第
し
た
︒
官
歷
は
丙
子
の
亂
!
の
𠛬
曹
佐
郞

(正
六
品
)
が
�
高
で
あ
り
︑
亂
後
は
江
華
︑
楊
州
︑
開
城
︑
l
壤
の
È
校
で
敎
É

(從

六
品
)
を
務
め
て
い
る
︒
著
営
に
は
籠
城
時
の
事
跡
を
記
し
た
﹃
南
漢
解
圍
錄
﹄
が
あ
る
︒
こ
ち
ら
は
︑
冒
頭
に
﹁
崇
禎
紀
元
之
戊
寅
﹂
つ
ま

り
仁
祖
十
六
年

(一
六
三
八
)
の
石
之
珩
に
よ
る
自
序
が
あ
り
︑
彼
の
�
営
で
あ
る
こ
と
は
確
實
で
あ
る
︒
ま
た
�
集
と
し
て
﹃
壽
峴
集
﹄
が
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【表 5】南漢山城籠城�の�官

承 政 院 春 秋 館

, 書 , 書 假,書 事變假,書 事變假,書 記事官 記事官

12� 14 日〜

李�長

−

盧峻命 柳淰

金振

金弘郁
−

12� 16 日

李晳
金廈樑

−

12� 17 日 兪㯙

12� 18 日〜

−

−

12� 20 日

12� 21 日〜 −

12� 23 日

12� 24 日〜 −

12� 27 日〜 − − −

正�初 1 日

柳淰

−

正�初 3 日〜 (病)

正�初 5 日

正�初 6 日〜

−

正�初 8 日〜 (病) 李彬 (病)

正�初 10 日〜 李晳(病)
李克仁

−

正� 12 日

正� 13 日 − − − −

正� 14 日〜

正� 17 日〜 金華俊

正� 22 日 − − − 李彬 −

正� 23 日〜 金華俊

正� 27 日〜
−

(病)

正� 28 日〜30 日

＊金南日[2015](181〜185 頁)をもとに作成した。

＊｢−」は座目に名!が見えず、その日は入侍しなかった可能性があることを示す。

＊｢(病)」は座目に名!があるが、あわせて「病」と記され、その閒は出仕しなかったと推定される

ことを示す。

＊ 12� 14〜15 日の金弘郁は李�長�『承政院日記』による。記事官と#記はないが、備邉司堂上の

引見に入侍した。



あ
る
︒
江
華
敎
É
で
あ
っ
た
孝
宗
四
年

(一
六
五
三
)
に
は
﹃
周
易
﹄
に
基
づ
い
て
君
)
の
務
め
を
說
い
た
﹃
五
位
龜
鑑
﹄
を
獻
�
し
て
孝
宗

の
稱
贊
を
�
け
て
い
る(16

)
︒

と
こ
ろ
で
︑
こ
こ
で
對
象
と
し
て
い
る
﹃
南
漢
日
記
﹄
が
︑
金
南
日
﹇
二
〇
一
五
﹈
が
指
摘
す
る
(
り
﹁
,
書
日
記
﹂
で
あ
る
と
し
て
︑
そ

れ
で
は
な
ぜ
︑
�
者
が
石
之
珩
と
さ
れ
て
き
た
の
だ
ろ
う
か
︒
現
段
階
で
︑
�
者
を
石
之
珩
と
す
る
の
は
︑
�
鮮
總
督
府
9
﹃
�
鮮
圖
書
解

題
﹄
(一
九
一
五
年
版
)
よ
り
¤
ら
な
い
よ
う
で
あ
る
︒
同
書
の
一
九
一
九
年
版
に
は
﹁
圖
書
番
號

九
九
八
︑
四
三
五
二
﹂
と
あ
り
︑
そ
れ
ぞ

れ
奎
違
閣
本
A
B
に
該
當
す
る
︒

筆
者
の
み
る
と
こ
ろ
︑﹃
�
鮮
圖
書
解
題
﹄
の
作
成
に
際
し
て
�
者
が
4
っ
て
石
之
珩
と
さ
れ
た
一
因
と
な
っ
た
の
が
︑
末
尾
の
﹁
扈
從
錄
﹂

の
記
載
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
︒﹁
扈
從
錄
﹂
に
つ
い
て
︑﹃
解
題
﹄
に
は
﹁
英
祖
二
十
九
年
留
守
李
箕
鎭
一
本
を
得
て
其
の
事
實
の
4
な
き
を
�

め
�
寫
し
て
世
に
傳
へ
た
る
も
の
卽
ち
是
な
り
卷
末
扈
從
錄
に
領
議
政
金
瑬
以
下
數
百
名
の
姓
名
を
附
記
せ
り
﹂
と
い
う
か
た
ち
で
言
p
さ
れ

る
が
︑
そ
こ
で
は
︑︻
表
6
︼
に
ま
と
め
た
よ
う
に
︑
^
經
閣
本
を
除
い
て
石
之
珩
の
名
!
を
Ê
(
し
な
い
﹁
衍
﹂
字
を
も
っ
て
記
し
て
い
る
︒

ま
た
東
國
大
本
︑
淺
見
�
庫
本
A
︑
中
央
圖
本
A
︑
淑
#
女
大
本
は
﹁
石
之
﹂
の
部
分
を
脫
落
さ
せ
︑

中
之
島
圖
本
に
至
っ
て
は
$
く
の
別
人
名
に
な
っ
て
い
る
︒
こ
う
し
た
表
記
の
搖
れ
が
︑﹃
解
題
﹄
以

影
︑
諸
本
を
&
藏
す
る
機
關
に
お
い
て
︑
石
之
珩
と
﹃
南
漢
日
記
﹄
を
結
び
附
け
る
4
り
が
踏
襲
さ

れ
た
理
由
の
一
つ
と
な
っ
た
と
思
わ
れ
る
︒

し
か
し
︑﹁
後
識
﹂
の
記
営
(
り
︑﹃
南
漢
日
記
﹄
の
著
者
が
石
之
珩
で
な
い
こ
と
は
確
實
で
あ
る
︒

さ
ら
に
こ
の
場
合
︑
同
じ
﹁
扈
從
錄
﹂
で
任
德
復
が
﹁
!
�
官

德
復
﹂
と
姓
を
脫
落
さ
せ
た
狀
態

で
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
も
,
�
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
︒
こ
ち
ら
は
石
之
珩
の
場
合
の
よ
う
に
寫

本
閒
で
の
i
い
は
な
く
︑
例
外
な
く
姓
を
脫
落
さ
せ
た
か
た
ち
で
現
れ
る
︒
す
な
わ
ち
︑
脫
字
の
可

能
性
が
高
い
︒
石
之
珩
の
場
合
も
︑
單
な
る
4
字
脫
字
の
類
で
あ
る
と
い
う
可
能
性
も
考
え
な
け
れ
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【表
6
︼
｢扈
從
錄
﹂
中
の
石
之
珩
の
表
記

奎
違
閣
本
A

!
佐
郞
石
之
衍

奎
違
閣
本
B

!
佐
郞
石
之
衍

中
央
圖
本
B

!
佐
郞
石
之
衍

淺
見
�
庫
本
B

!
佐
郞
石
之
衍

東
國
大
本

!
佐
郞

衍

淺
見
�
庫
本
A

!
佐
郞

衍

淑
#
女
大
本

!
佐
郞

衍

中
央
圖
本
A

!
佐
郞

衍

中
之
島
圖
本

!
佐
郞
ª
之
衍

^
經
閣
本

〇
!
佐
郞
石
之
珩



ば
な
ら
な
い
︒

確
か
な
こ
と
は
︑
そ
の
﹁
,
書
日
記
﹂
が
﹃
承
政
院
日
記
﹄
に
.
用
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
︒
そ
し
て
︑
同
時
に
作
成
さ
れ
た
も
う
一

つ
の
﹁
,
書
日
記
﹂
が
︑
�
に
と
り
あ
げ
る
李
�
長
�
﹃
承
政
院
日
記
﹄
で
あ
る
︒

二

李
�
長
�
﹃
承
政
院
日
記
﹄
に
つ
い
て

(1
)

槪
�

本
�
料
は
韓
國
學
中
央
硏
究
院
よ
り
﹃
李
�
長
의

承
政
院
日
記
﹄
(李
�
長
の
承
政
院
日
記
)
と
し
て
二
〇
一
〇
年
に
影
印
出
版
さ
れ
た
︒
廣

州
李
氏
海
隱
古
宅
か
ら
寄
託
さ
れ
︑
同
硏
究
院
で
保
管
さ
れ
て
い
る
と
の
こ
と
で
あ
る
︒
$
四
册
の
本
�
料
は
︑
李
�
長
が
權
知
假
,
書
を
務

め
た
仁
祖
八
年

(一
六
三
〇
)
九
�
初
九
～
二
十
一
日
の
,
書
日
記
を
收
め
た
第
一
册
と
︑
,
書
を
務
め
た
仁
祖
十
四
年
十
二
�
十
四
日
～
十

五
年
正
�
二
十
九
日
ま
で
の
,
書
日
記
を
收
め
た
第
二
～
四
册
か
ら
な
る
︒

中
村
榮
孝
氏
も
︑
英
祖
年
閒

(一
七
二
五
～
一
七
七
六
)
の
﹃
承
政
院
日
記
﹄
改
修
の
際
︑﹁
な
お
當
時
中
央
に
�
致
さ
れ
る
機
會
を
も
た
な

か
っ
た
曾
經
堂
後
家
の
私
藏
日
記
の
類

︱
︱
す
で
に
現
在
世
に
知
ら
れ
て
い
る
も
の
に
も
︑
慶
尙
北
�
漆
谷
郡
倭
館
面
李
壽
華
氏
&
藏
の

﹃
承
政
院
日
記
﹄
三
册

(本
書
か
ら
仁
祖
の
南
漢
山
籠
城
時
の
記
事
を
拔
萃
し
て
﹃
南
漢
日
記
﹄
と
名
づ
け
た
も
の
一
册
も
あ
る
︱
原
,
)
﹂
と
言
p
し
て

い
た(

17
)

よ
う
に
︑
存
在
自
體
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
︒
中
村
氏
が
﹁
三
册
﹂
と
し
て
い
る
の
は
︑
丙
子
の
亂
の
時
の
記
錄
が
な
さ
れ

た
第
二
～
四
册
の
こ
と
を
指
し
て
い
る
た
め
と
考
え
ら
れ
る
︒
ま
た
︑﹁﹃
南
漢
日
記
﹄
と
名
づ
け
た
も
の
一
册
﹂
と
い
う
の
は
︑﹃
李
�
長
의

承
政
院
日
記
﹄
&
收
の
ª
銖
煥
氏
の
解
說
で
も
紹
介
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
︑
現
在
は
大
邱
カ
ト
リ
ッ
ク
大
學
校
中
央
圖
書
館
の
&
藏
と
な
っ
て

い
る
︒
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(2
)

記
営
の
檢
討

⒜

第
二
册
冒
頭
部
分

李
�
長
�
﹃
承
政
院
日
記
﹄
の
貴
重
な
點
は
何
と
い
っ
て
も
そ
の
第
二
册
冒
頭
の
記
営
に
あ
る
︒
十
二
�
十
四
日
の
�
初
の
九
條
分
の
記
事
は

傳
石
之
珩
�
﹃
南
漢
日
記
﹄
を
は
じ
め
と
す
る
諸
�
料
に
は
$
く
み
え
ず
︑
し
か
も
第
十
條
目
は
後
�
か
ら
﹃
南
漢
日
記
﹄
の
冒
頭
の
記
営
に
接

續
す
る
內
容
に
な
っ
て
い
る
︒
こ
の
こ
と
か
ら
︑﹃
南
漢
日
記
﹄
は
何
ら
か
の
理
由
で
冒
頭
の
數
葉
分
が
失
わ
れ
て
い
た
と
い
う
推
測
も
成
り
立

つ
こ
と
と
な
る
︒
こ
こ
で
は
︑
鯵
略
な
が
ら
そ
の
部
分
の
記
営
を
紹
介
し
︑
そ
の
�
義
の
一
端
を
#
ら
か
に
し
た
い
︒
ま
ず
は
原
�
を
提
示
す
る
︒

①

上
在
昌
慶
宮
︒
停
常
參
經
�
︒

②

�
︒
l
安
監
兵
m
狀
g
︒
o
兵
已
到
l
壤
事
︒

③

辰
時
︒
黃
海
兵
m
狀
g
︑
o
兵
已
到
開
城
府
事
︒

④

備
邉
司
大
臣
以
下
始
會
︒
Ì
定
幸
江
都
之
計
︒
以
體
察
m
金
瑬
之
子
慶
Í
爲
檢
察
m
︒
體
副
m
李
­
求
之
弟
敏
求
爲
檢
察
副
m
︒
當
日
辭

�
出
去
︒

⑤

巳
時
量
︑
嬪
以
下
先
出
向
江
都
︒
都
承
旨
韓
興
一
陪
行
︒

⑥

政
院
g
曰
︑
自
!
多
事
之
時
︑
例
爲
加
出
事
變
假
,
書
矣
︒
\
依
!
例
︑
加
出
何
如
︒
傳
曰
︑
依
g
︒

⑦

以
假
,
書
Î
單
子
︒
傳
曰
︑
忙
未
落
點
︒
以
首
Î
爲
之
︒
事
變
假
,
書
︑
首
Î
金
振
︒

⑧

大
臣
以
下
︑
始
到
閤
門
外
︒
�
長
︑
與
李
之
恆
金
弘
郁
︑
6
問
於
金
瑬
曰
︑
事
已
ª
矣
︒
不
爲
分
軍
Í
截
乎
︒
瑬
勵
辭
曰
︑
何
處
可
以
Í

截
乎
︒
何
軍
可
以
分
�
乎
︒
�
長
等
曰
︑
o
兵
㒸
突
︑
�
如
飄
風
驟
雨
︒
昨
見
渡
江
之
報
︑
今
得


開
城
之
g
︒
此
狀
g
到
此
時
︑
o
兵

亦
必
隨
至
︒
不
爲
Í
截
︑
而
輕
奉
大
駕
︒
猝
Ð
於
中
路
︑
則
未
知
何
以
爲
之
耶
︒
訓
鍊
都
監
軍
士
尙
多
︒
不
必
盡
令
夾
輦
︒
姑
定
四
五
Ù

將
︑
µ
Ò
於
中
路
︒
而
奉
駕
出
城
︑
不
亦
可
乎
︒
瑬
¼
問
洪
瑞
鳳
曰
︑
此
言
如
何
︒
瑞
鳳
曰
︑
吾
�
亦
然
矣
︒
瑬
曰
︑
吾
之
軍
官
︑
�
金

― 82 ―

260



淵
者
︒
自
願
出
Ò
︒
此
人
可
以
定
將
出
�
也
︒
金
淵
等
四
人
︑
領
都
監
軍
四
Ù
︑
當
刻
出
去
︒

⑨

大
駕
將
出
︑
而
各
司
下
人
︑
盡
爲
Ó
散
︒
司
僕
寺
牽
陪
人
︑
亦
盡
Ó
走
︒
而
餘
存
者
︑
s
被
江
都
陪
行
︑
內
官
之
奪
去
︑
只
�
一
名
在
︒

而
御
乘
亦
未
整
齊
矣
︒
政
院
�
假
,
書
金
振
︑
詰
問
提
L
李
�
︒
�
曰
︑
提
僕
正
以
去
︒
振
曰
︑
僕
正
奉
m
日
本
︑
何
以
提
去
︒
仍
曳
內

乘
李
震
問
而
來
︑
艱
立
御
乘
︒
m
政
院
m
令
一
人
爲
牽
陪
︒

⑩

未
時
︑
大
駕
始
出
都
城
︒
士
女
挾
路
慟
哭
︒
�
不
忍
見
者
︒
至
南
門
內
水
閤
橋
︒
自
金
淵
等
陣
傳
語
曰
︑
o
兵
先
鋒
已
到
磚
石
峴
︒
上
Ô

馬
路
上
︑
先
射
Õ
p
卜
物
︑
已
出
門
外
矣
︒
未
p
招
¥
︑
徑
閉
城
門
︒
上
登
南
門
樓
︑
上
坐
胡
席
上
︒
百
官
闌
入
不
可
禁
︒
m
!
射
Õ
結

陣
於
門
外
後
︑
射
Õ
結
陣
於
門
內
︒
夾
輦
炮
手
︑
登
樓
Ö
立
︒
上
¼
謂
諸
臣
曰
︑
事
將
奈
何
︒
群
臣
蒼
黃
莫
能
對
︒
�
曹
�
書
崔
鳴
吉
6

曰
︑
事
已
ª
矣
︒
似
聞
渠
言
︑
以
好
�
出
來
云
︒
臣
\
承
命
µ
問
曰
︑
十
年
兄
弟
之
國
︑
何
以
無
端
出
來
耶
︒
詰
問
之
際
︑
渠
若
擊
殺
小

臣
︑
則
臣
死
於
馬
蹄
下
足
矣
︒
彼
若
接
話
︑
則
臣
當
下
坐
談
說
︒
故
爲
遲
遲
︒
�
時
大
駕
從
水
þ
門
出
︒
µ
赴
南
漢
山
城
︒
而
觀
勢
似
乎

得
之
矣
︒
上
曰
︑
其
計
¸
是
︒
卿
之
忠
¸
︑
可
謂
至
矣
︒
鳴
吉
曰
︑
�
臣
中
︑
惟
李
景
稷
慷
慨
︑
可
當
專
對
︒
\
以
爲
副
︒
上
曰
︑
可
也
︒

時
景
稷
未
p
來
︒
鳴
吉
Ì
以
Ú
馬
出
門
徑
赴
︒
景
稷
後
至
聞
鳴
吉
\
渠
爲
副
︑
卽
以
Ú
馬
出
門
8
µ
︒
於
是
上
¥
從
惠
民
署
!
路
︑
由
水

þ
門
出
至
Ü
串
︒
內
侍
金
光
澤
吳
以
恭
等
︑
問
陪
從
諸
官
曰
︑
自
上
不
御
飮
食
已
二
日
︑
頗
覺
氣
乏
︒
諸
臣
或
持
療
Ý
之
物
乎
︒
諸
臣
亦

倉
卒
陪
出
︒
無
�
持
來
者
︑
不
得
6
至
︒
松
波
串
︑
江
冰
纔
合
矣
︒
m
李
眞
卿
試
堅
脆
︑
眞
卿
馬
蹶
︑
Þ
落
不
能
�
︒
上
無
暇
下
馬
︑
Ì

馳
渡
江
︑
至
夢
村
!
︒
日
已
黑
矣
︒
至
山
下
︑
炬
火
一
二
柄
始
出
︒
初
s
末
︑
上
入
御
山
城
客
舍
︒

鯵
單
に
內
容
を
�
¦
す
る
と
︑
こ
の
日
︑
國
王
は
昌
慶
宮
に
い
た
が

(①
)
︑
�
︑
l
安
監
司
か
ら
淸
軍
が
l
壤
に
到
q
し
た
と
の
報
吿
が
入

り

(②
)
︑
午
!
八
時
頃
に
は
黃
海
兵
m
か
ら
開
城
に
到
q
し
た
と
の
報
吿
が
入
っ
た

(③
)
︒
こ
れ
を
�
け
て
よ
う
や
く
大
臣
以
下
が
集
ま
り
︑

江
華
へ
の
{
難
が
決
定
さ
れ
た

(④
)
︒

午
!
十
時
頃
に
國
王
嬪
以
下
︑
女
官
た
ち
が
江
華
に
向
け
て
出
發
し
た

(⑤
)
︒
さ
ら
に
緊
ª
時
に
つ
き
事
變
假
,
書
の
任
用
が
�
\
さ
れ

金
振
が
こ
れ
に
當
た
る
こ
と
と
な
っ
た

(⑥
⑦
)
︒
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昌
慶
宮
か
ら
出
る
際
に
は
︑
李
�
長
以
下
の
�
官
が
︑
淸
軍
の
漢
城
へ
の
�
入
路
の
封
à
を
金
瑬
に
か
け
あ
い
︑
金
瑬
は
洪
瑞
鳳
と
相
談
の

上
︑
�
下
の
軍
官
金
淵
ら
四
人
に
訓
鍊
都
監
の
軍
四
Ù
を
預
け
て
こ
れ
に
當
た
ら
せ
た

(
⑧
)
︒
李
�
長
︑
李
之
恆
︑
金
弘
郁
は
�
官
と
し
て

國
王
と
行
動
を
と
も
に
す
る
必
�
が
あ
っ
た
た
め
︑
特
に
そ
の
安
$
に
�
慮
し
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
︒

い
よ
い
よ
國
王
が
宮
を
出
よ
う
と
す
る
が
︑
馬
を
ひ
く
べ
き
官
�
が
み
な
Ó
げ
て
し
ま
っ
て
い
た
︒
承
政
院
か
ら
金
振
を
�
っ
て
司
僕
寺
提

L
の
李
�
を
詰
問
し
た
が
︑
李
�
の
囘
答
も
︑
日
本
に
x
�
中
の
司
僕
寺
正
を
呼
ぼ
う
と
す
る
な
ど
�
領
を
得
な
い
︒
結
局
︑
國
王
の
馬
番
で

あ
る
內
乘
の
李
震
問
を
連
れ
て
き
て
︑
國
王
を
ど
う
に
か
乘
馬
さ
せ
︑
承
政
院
の
m
令
一
人
に
馬
を
引
か
せ
出
發
し
た

(
⑨
)
︒
時
刻
は
旣
に

午
後
二
時
頃
に
な
っ
て
い
た
︒

國
王
一
行
は
崇
禮
門
內
の
水
閤
橋

(水
閣
橋
)
に
至
っ
た
が
︑
國
王
は
金
淵
ら
か
ら
淸
軍
の
先
鋒
が
旣
に
磚
石
峴
に
q
し
た
と
の
報
吿
を
�

け
︑
弓
Õ
の
!
軍
と
輸
�
物
は
城
外
に
出
て
し
ま
っ
て
い
る
に
も
關
わ
ら
ず
︑
城
門
を
閉
ざ
し
て
し
ま
っ
た
︒
國
王
は
門
樓
に
登
り
︑
諸
臣
に

�
見
を
求
め
た
が
︑
皆
は
慌
て
ふ
た
め
い
て
聲
も
出
な
い
︒
そ
ん
な
な
か
崔
鳴
吉
が
6
み
出
て
︑
自
ら
ã
涉
に
當
た
る
こ
と
を
直
訴
す
る
︒
ã

涉
の
閒
の
時
閒
�
餘
裕
を
利
用
し
て
︑
水
þ
門

(洪
煕
門
)
よ
り
南
漢
山
城
に
{
難
せ
よ
と
い
う
の
が
彼
の
作
戰
で
あ
っ
た
︒
國
王
は
崔
鳴
吉

の
忠
¸
を
稱
え
︑
崔
鳴
吉
が
李
景
稷
を
自
身
に
同
行
さ
せ
る
こ
と
を
願
い
出
る
と
そ
れ
も
許
可
し
た
︒
こ
う
し
て
︑
國
王
は
惠
民
署
の
!
を
(

り
︑
洪
煕
門
を
拔
け
て
Ü
串
に
出
た
︒
漢
江
の
冰
は
å
く
︑
$
羅
兵
m
な
ど
を
歷
任
し
た
李
眞
卿
も
落
馬
す
る
な
か
︑
國
王
は
ど
う
に
か
渡
り

切
り
︑
周
圍
が
æ
闇
に
ç
ま
れ
︑
松
#
に
照
ら
さ
れ
る
な
か
︑
南
漢
山
城
に
入
っ
た
︒
旣
に
二
日
も
食
事
を
攝
っ
て
い
な
い
狀
況
で
あ
っ
た
と

い
う

(以
上
⑩
)
︒
こ
う
し
て
旣
に
営
べ
た
﹃
南
漢
日
記
﹄
の
冒
頭
部
分
へ
と
つ
な
が
っ
て
い
く
︒
し
か
も
︑
記
事
⑩
の
傍
線
部
も
﹃
南
漢
日

記
﹄
に
は
み
ら
れ
な
い
︒

ま
た
︑
崔
鳴
吉
が
淸
軍
の
�
略
當
初
か
ら
毅
然
と
し
た
態
度
で
w
和
に
臨
も
う
と
し
︑
そ
れ
が
國
王
の
漢
城
脫
出
の
た
め
の
時
閒
稼
ぎ
で
も

あ
っ
た
こ
と
が
記
事
⑩
か
ら
分
か
る
︒
國
王
は
こ
の
時
は
崔
鳴
吉
の
提
案
を
�
け
入
れ
た
も
の
の
︑
�
日
に
崔
鳴
吉
が
南
漢
山
城
に
入
り
︑
淸

軍
が
w
和
を
Î
ん
で
い
る
こ
と
を
傳
え
た
時
に
は
︑﹁
卿
は
欺
か
れ
て
い
る
﹂
と
し
て
ほ
と
ん
ど
と
り
あ
わ
な
か
っ
た
︒
崔
鳴
吉
が
淸
軍
に
欺
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か
れ
て
い
る
と
い
う
國
王
の
�
識
は
︑﹃
南
漢
日
記
﹄
で
は
十
二
�
十
五
日
條
に
見
え
て
い
た
も
の
で
あ
る(

18
)

が
︑
李
�
長
�
﹃
承
政
院
日
記
﹄

に
よ
り
そ
の
!
日
の
樣
子
が
#
ら
か
に
な
っ
た
︒
國
王
の
崔
鳴
吉
へ
の
不
信
感
や
警
戒
心
は
か
な
り
根
深
い
も
の
で
あ
っ
た
と
い
え
る
︒

⒝

十
二
�
二
十
七
日
條

續
い
て
︑
旣
に
傳
石
之
珩
�
﹃
南
漢
日
記
﹄
に
つ
い
て
檢
討
し
た
十
二
�
二
十
七
日
條
の
部
分
に
つ
い
て
と
り
あ
げ
る
︒

李
�
長
�
﹃
承
政
院
日
記
﹄
十
二
�
二
十
七
日
條
は
︑﹁
上
在
南
漢
山
城
﹂
の
記
事
に
始
ま
り
︑﹃
南
漢
日
記
﹄
の
奎
違
閣
本
B
の
記
事
⑪
か

ら
⑬
⑭
⑮
⑯
⑰
⑫
⑱
の
順
番
で
そ
れ
ぞ
れ
對
應
す
る
記
事
が
收
錄
さ
れ
て
い
る
︒
こ
の
う
ち
︑
奎
違
閣
本
B
の
記
事
⑪
に
み
え
る
﹁
�
喜
川
屯

兵
﹂
が
︑
對
應
す
る
李
�
長
�
﹃
承
政
院
日
記
﹄
の
記
事
で
は
﹁
亇
希
川
屯
兵
﹂
と
同
Ê
衣
字
で
記
さ
れ
て
い
る
︒
李
�
長
は
︑
こ
の
日
の
合

議
の
場
に
は
參
席
し
て
い
な
か
っ
た
可
能
性
が
高
い
が
︑
李
晳
や
兪
㯙
が
利
用
し
な
か
っ
た
_
料
を
用
い
て
︑
自
ら
の
,
書
日
記
を
作
成
し
て

い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
︒

い
ず
れ
の
記
事
も
﹃
南
漢
日
記
﹄
の
方
が
詳
細
で
あ
る
が
︑
部
分
�
に
は
李
�
長
�
﹃
承
政
院
日
記
﹄
の
方
が
詳
細
な
場
合
も
あ
る
︒﹃
南
漢
日

記
﹄
の
奎
違
閣
本
B
の
記
事
⑰
は
﹁
上
招
羅
萬
甲
問
曰
﹂
で
始
ま
り
︑
國
王
が
﹁
皮
穀
﹂
(も
み
米
)
の
﹁
舂
正
﹂
(
脫
穀
)
狀
況
を
羅
萬
甲
に
質
問
し

た
際
の
や
り
と
り
で
は
︑﹁
上
曰
︑
着
實
爲
之
︒
五
六
僧
人
︑
足
以
舂
正
乎
︒
僧
人
則
只
至
幹
事
︑
以
士
大
夫
奴
子
舂
之
︒
每
日
舂
正
二
三
石
︑
則

無
不
p
之
患
矣
﹂
と
國
王
が
作
業
の
6
展
を
促
し
て
±
わ
っ
て
い
る
よ
う
に
讀
め
る
︒
し
か
し
︑
李
�
長
�
﹃
承
政
院
日
記
﹄
に
は
︑

曰
︑
僧
人
則
只
幹
事
而
已
︒
令
士
大
夫
奴
子
舂
之
︒
每
一
日
舂
得
二
三
石
︑
似
無
不
p
之
理
矣
︒
以
皮
穀
計
一
�
之
料
︑
則
六
七
百
石
︑

當
舂
者
只
三
千
餘
石
也
︒
上
曰
︑
一
日
只
舂
二
三
石
︑
則
何
日
盡
舂
三
千
餘
石
乎
︒
曰
︑
城
內
杵
少
︒
而
本
官
多
事
︑
不
得
不
爾
也
︒

と
あ
り
︑﹁
僧
人
則
﹂
以
下
の
部
分
は
羅
萬
甲
の
發
言
︑
さ
ら
に
兩
者
の
や
り
と
り
は
續
き
︑
羅
萬
甲
が
杵
の
少
な
さ
と
多
忙
を
理
由
に
︑
Á

や
か
な
脫
穀
が
で
き
な
い
と
申
吿
し
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
︒﹃
丙
子
錄
﹄
の
著
者
の
實
際
の
勤
務
狀
況
が
窺
え
る
と
い
う
點
で
も
貴
重
な
記

錄
と
い
え
る
︒
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さ
ら
に
︑
旣
に
紹
介
し
た
奎
違
閣
本
B
の
記
事
⑫
に
つ
い
て
︑
李
�
長
�
﹃
承
政
院
日
記
﹄
に
は
︑

是
日
曉
︑
江
原
監
司
趙
廷
虎
狀
g
︑
m
春
川
營
將
權
井
吉
︑
領
本
�
春
川
原
州
鎭
管
兵
馬
︑
先
爲
!
6
云
云
︒
m
其
軍
官
偕
僧
人
入
�
︒

當
日
6
屯
檢
丹
山
云
云
︒
原
州
牧
m
李
重
吉
上
駅
亦
來
︒
其
駅
大
槪
︑
聞
變
罔
極
︑
領
軍
!
6
︒
今
到
龍
津
︒
以
軍
糧
督
:
事
︑
¥
向
本

�
云
云
事
︒

と
あ
り
︑
狀
g
が
到
着
し
た
時
閒
帶
︑
李
重
吉
が
引
き
P
し
た
地
點
な
ど
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
︒

三

傳
石
之
珩
�
﹃
南
漢
日
記
﹄
と
李
�
長
�
﹃
承
政
院
日
記
﹄
十
二
�
十
五
日
～
十
八
日
條
の
比
�

�
後
に
︑
こ
れ
ま
で
の
檢
討
を
踏
ま
え
て
︑﹃
南
漢
日
記
﹄
と
李
�
長
�
﹃
承
政
院
日
記
﹄
の
閒
で
︑
記
事
の
�
列
や
v
成
な
ど
に
大
き
な

i
い
が
あ
る
十
二
�
十
五
日
～
十
八
日
條
の
部
分
に
つ
い
て
整
理
し
て
お
く
︒

金
南
日
﹇
二
〇
一
五
﹈
は
︑
李
�
長
�
﹃
承
政
院
日
記
﹄
に
は
︑
十
二
�
十
六
日
か
ら
十
七
日
ま
で
︑
一
日
ず
つ
錯
鯵
が
あ
り
︑
轉
寫
す
る



�
で
生
じ
た
4
り
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
と
し
て
い
る

(二
六
四
頁
)
︒
し
か
し
な
が
ら
︑
比
�
檢
討
さ
れ
て
い
る
の
が
︑
旣
に
み
て
き
た

﹃
南
漢
日
記
﹄
の
中
央
圖
本
A
で
あ
り
︑
錯
鯵
が
あ
る
も
の
同
士
を
比
�
す
る
こ
と
は
大
い
に
問
題
で
あ
る
︒
や
は
り
原
本
の
狀
態
に
よ
り
§

い
と
思
わ
れ
る
奎
違
閣
本
B
系
瓜
の
寫
本
と
比
�
す
る
の
が
ê
切
で
あ
る
︒﹃
南
漢
日
記
﹄
の
奎
違
閣
本
B
と
中
央
圖
本
A
を
比
�
し
た
も
の

が
︻
表
7
-1
︼
で
あ
り
︑
奎
違
閣
本
B
と
李
�
長
�
﹃
承
政
院
日
記
﹄
を
比
�
し
た
も
の
が
︻
表
7
-2
︼
で
あ
る
︒

旣
に
営
べ
た
よ
う
に
︑
中
央
圖
本
A
系
瓜
の
寫
本
が
奎
違
閣
本
B
系
瓜
の
寫
本
を
操
作
し
て
作
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
な
ら
ば
︑
兩
者
の
日

附
の
錯
鯵
は
︑
そ
の
際
に
生
じ
た
可
能
性
が
高
い
︒
そ
れ
は
)
に
奎
違
閣
本
B
に
お
け
る
十
二
�
十
五
日
の
記
事
⑪
﹁
夜
鷄
初
鳴
上
發
﹂︑
十

六
日
の
記
事
①
﹁
初
昏
上
幸
行
城
﹂︑
十
九
日
の
記
事
⑨
﹁
左
議
政
洪
瑞
鳳
﹂
で
始
ま
る
も
の
を
︑
中
央
圖
本
A
で
は
日
附
が
變
わ
っ
た
も
の

と
し
た
り
︑
日
附
を
跨
い
で
移
動
さ
せ
た
り
し
て
い
る
こ
と
に
表
れ
て
い
る
と
い
え
る
︒

ま
た
李
�
長
�
﹃
承
政
院
日
記
﹄
に
つ
い
て
い
え
ば
︑﹃
南
漢
日
記
﹄
の
記
事
の
い
く
つ
か
は
收
錄
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
が
分
か
る
︒
反
對
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に
李
�
長
�
﹃
承
政
院
日
記
﹄
に
み
え
て
︑﹃
南
漢
日
記
﹄
に
見
え
な
い
記
事
は
十
二
�
十
五
日
の
記
事
③
﹁
子
時
量
上
出
南
漢
山
城
﹂︑
十
七

日
の
雙
行
記
事
⑫
﹁
昨
日
o
將
先
問
﹂︑
十
八
日
の
記
事
②
﹁
去
夜
王
世
子
\
﹂︑
記
事
⑨
﹁
自
是
日
募
軍
出
﹂
で
始
ま
る
も
の
に
限
ら
れ
る
︒

そ
れ
か
ら
李
�
長
�
﹃
承
政
院
日
記
﹄
の
十
二
�
十
六
日
の
記
事
⑪
﹁
諸
將
引
見
上
曰
﹂︑
十
六
日
の
記
事
②
﹁
丑
時
命
招
大
臣
﹂
の
よ
う
に

﹃
南
漢
日
記
﹄
と
同
內
容
だ
が
日
附
が
衣
な
る
も
の
が
あ
る
︒
こ
の
場
合
︑
ど
ち
ら
が
正
し
い
の
か
一
槪
に
�
斷
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
︒
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【表
7
-1
︼
奎
違
閣
本
B
と
中
央
圖
本
A
の
十
二
�
十
五
～
十
八
日
條
の
比
�

中
央
圖
本
A

①大駕移向江都〜⑩

①鷄初鳴上發行

①崔鳴吉在o陣〜⑨

⑩李景奭\對曰

⑪初昏上幸行城

①上在南漢山城

②大殿政院玉堂

③正言趙壽益來〜㉓

㉔李景直¥自o〜㉖

㉗以蔡裕後上疏

㉘上招承旨曰言〜㉝

−

−

㉞體察mg曰守〜㊶

㊷左議政洪瑞鳳

③�洪瑞鳳金藎〜⑧

①上在南漢山城

②大殿政院玉堂

⑨備邉司g曰行〜㉘

③巳時東陽尉申

㉙上以承旨Î敎〜㉚

④李時白\對曰〜⑥

㉛四s傳曰�官

十
五

十
六
日

十
七
日

十
八
日

十
九

十
八

十
九

十
八

奎
違
閣
本
B

①大駕移向江都〜⑩

⑪夜鷄初鳴上發

⑪崔鳴吉在o陣〜⑲

⑳李景奭\對曰

㉑夕上親自ú城

①初昏上幸行城

−

−

②正言趙壽益來〜㉒

㉓李景溭¥自o〜㉕

㉕以蔡裕後上駅

㉖上招承旨曰言〜㉛

①上在南漢山城

②大殿政院玉堂

③體察mg守堞〜⑩

⑨左議政洪瑞鳳

⑪Ì�洪瑞鳳金〜⑯

①上在南漢山城

②大殿政院玉堂

③備邉司g曰行〜㉒

㉓巳時東陽尉申

㉔上以承旨Î敎〜㉕

㉖李時白請對曰〜㉘

⑩四s傳曰�官

十
五
日

十
六
日

十
七
日

十
九

十
七

十
八
日

十
九



お
わ
り
に

こ
こ
ま
で
︑
傳
石
之
珩
�
﹃
南
漢
日
記
﹄
と
李
�
長
�
﹃
承
政
院
日
記
﹄
を
比
�
す
る
と
同
時
に
︑
丙
子
の
亂
の
勃
發
に
關
す
る
い
く
つ
か

の
�
實
を
#
ら
か
に
し
た
︒

傳
石
之
珩
�
﹃
南
漢
日
記
﹄
は
︑
少
な
く
と
も
十
二
種
の
寫
本
が
現
存
す
る
︒
冒
頭
の
十
二
�
十
四
日
條
の
比
�
か
ら
も
分
か
る
よ
う
に
︑

そ
れ
ぞ
れ
體
裁
や
內
容
を
衣
に
し
て
い
る
︒
諸
寫
本
は
こ
の
う
ち
︑
原
本
の
缺
損
部
分
を
空
白
で
表
現
す
る
奎
違
閣
本
B
系
瓜
と
︑﹁
缺
﹂
字
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【表
7
-2
︼
奎
章
閣
本
B
と
李
道
長
�
﹃
承
政
院
日
記
﹄
十
二
月
十
五
日
～
十
八
日
條
の
比
較

李
道
長
�

『承
政
院
日
記
﹄

①〈極寒夜四更流〉

②上在南漢山城

③子時量上出南

−

−

④崔鳴吉状啓大〜⑤

⑥句管堂上李時

⑦上曰事機甚如〜⑬

⑪諸將引見上曰

−

⑭大臣引見上曰

⑮上親自巡城慰

−

①上在南漢山城

−

⑦李景稷還自奴

⑥遣王弟綾峯君

⑧尹暉還自奴陣

⑨以蔡裕後上疏

⑩弘冑曰大概其

③上巡城慰諭因〜⑤

−

①上在南漢山城

−

−

②丑時命招大臣

⑤洪瑞鳳金藎国

②大臣引見上曰〜④

⑥李時楷請對曰〜⑪

⑫〈昨日賊將先問〉

①上在南漢山城

−

−

②去夜王世子請

③巳時東陽尉申

④以承旨望上曰〜⑤

⑥李時白入來啓

⑦朴潢奉行傳教〜⑧

⑨自是日募軍出

十
五
日

十
六

十
五
日

十
六
日

十
七
日

十
六

十
七
日

十
八
日

奎
違
閣
本
B

−

−

−

①大駕移向江都〜⑩

⑪夜鷄初鳴上發

⑪崔鳴吉在賊陣〜⑫

−

⑬午時自南門傳〜⑲

⑲上招諸將曰城

⑳李景奭\對曰

−

㉑夕上親自巡城

①初昏上幸行城

−

②正言趙壽益來〜㉒

㉓李景溭還自賊

㉔遣王弟綾峯君

㉕尹暉自虜陣還

㉕上曰待鳴吉之〜㉖

㉗上曰親自巡城〜㉚

㉛綾峯君及沈諿

①上在南漢山城

②大殿政院玉堂

③體察使啓守堞〜⑨

⑩上招大臣備局

⑪遂遣洪瑞鳳金

⑫招大臣命之曰

⑬李時楷請對曰〜⑯

−

①上在南漢山城

②大殿政院玉堂

③備邉司啓曰行〜㉒

−

㉓巳時東陽尉申

㉔上以承旨望教〜㉕

㉖李時白請對曰

㉗朴潢請對啓曰〜㉘

−

十
五
日

十
六
日

十
七
日

十
八
日



で
表
現
す
る
中
央
圖
本
A
系
瓜
に
大
別
で
き
る
よ
う
で
あ
る
︒
た
だ
し
︑
^
經
閣
本
︑
中
之
島
圖
本
は
缺
損
部
分
が
な
く
︑
當
該
條
の
空
白
部

分
の
內
容
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
︒
復
元
し
た
記
事
に
よ
れ
ば
︑
國
王
仁
祖
は
南
漢
山
城
に
入
っ
て
以
後
︑
江
華
島
へ
の
再
{
難
に
は
難
色
を

示
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
︒

十
二
�
二
十
七
日
條
で
も
︑
國
王
の
大
臣
引
見
の
場
面
に
つ
い
て
同
種
の
二
(
り
の
記
事
を
收
錄
す
る
奎
違
閣
本
B
系
瓜
の
寫
本
と
︑
そ
の

二
つ
の
記
事
を
再
v
成
し
て
一
つ
の
記
事
に
ま
と
め
た
と
み
ら
れ
る
中
央
圖
本
A
系
瓜
に
分
け
ら
れ
る
よ
う
で
あ
る
︒
こ
の
こ
と
か
ら
︑
中
央

圖
本
A
系
瓜
の
寫
本
は
︑
奎
違
閣
本
B
系
瓜
の
寫
本
を
參
照
し
て
作
成
さ
れ
た
こ
と
が
分
か
る
︒
引
見
の
場
に
入
侍
し
︑
記
事
の
原
�
料
を
記

し
た
の
は
假
,
書
李
晳
と
記
事
官
兪
㯙
で
あ
り
︑
同
種
の
二
(
り
の
記
事
の
一
つ
は
承
政
院
の
,
書
が
作
成
す
る
﹁
,
書
日
記
﹂︑
も
う
一
つ

は
春
秋
館
の
記
事
官
が
作
成
す
る
﹁
春
秋
館
日
記
﹂
で
あ
る
と
推
測
し
た
︒

石
之
珩
が
﹃
南
漢
日
記
﹄
の
�
者
と
さ
れ
た
理
由
は
不
#
で
あ
る
が
︑﹃
�
鮮
圖
書
解
題
﹄
9
纂
の
際
︑
奎
違
閣
本
A
B
を
參
照
し
た
解
題

者
が
比
定
を
4
っ
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
︒
旣
に
金
南
日
﹇
二
〇
一
五
﹈
が
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
︑﹃
南
漢
日
記
﹄
は
南
漢
山
城
籠
城
時
に

國
王
仁
祖
に
隨
從
し
た
承
政
院
の
,
書
が
作
成
し
た
﹁
,
書
日
記
﹂
で
あ
り
︑
�
者
は
石
之
珩
で
は
な
い
︒

傳
石
之
珩
�
﹃
南
漢
日
記
﹄
は
そ
の
記
営
の
多
く
が
﹃
承
政
院
日
記
﹄
に
.
用
さ
れ
た
︒
そ
の
一
方
で
官
員
の
家
藏
�
料
と
し
て
傳
存
し
た

も
う
一
つ
別
の
﹁
,
書
日
記
﹂
が
存
在
す
る
︒
こ
れ
が
李
�
長
�
﹃
承
政
院
日
記
﹄
で
あ
る
︒

傳
石
之
珩
�
﹃
南
漢
日
記
﹄
と
李
�
長
�
﹃
承
政
院
日
記
﹄
は
︑
$
體
と
し
て
︑
!
者
の
方
が
記
事
內
容
が
豐
富
で
あ
り
︑
後
者
の
記
事
は

そ
れ
を
補
う
も
の
と
し
て
價
値
が
あ
る
︒
し
か
し
︑
冒
頭
の
十
二
�
十
四
日
の
�
初
の
記
事
に
つ
い
て
は
︑
李
�
長
�
﹃
承
政
院
日
記
﹄
の
方

が
は
る
か
に
詳
細
で
あ
り
︑
ま
た
そ
の
記
事
の
後
�
は
﹃
南
漢
日
記
﹄
の
同
日
條
冒
頭
部
分
に
つ
な
が
っ
て
い
く
︒
こ
の
こ
と
か
ら
︑﹃
南
漢

日
記
﹄
の
�
初
の
部
分
の
內
容
は
︑
何
ら
か
の
理
由
で
失
わ
れ
て
い
た
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
が
�
#
す
る
︒
こ
の
部
分
の
記
事
に
よ
っ
て
︑
崔

鳴
吉
が
淸
軍
の
�
略
當
初
か
ら
毅
然
と
し
た
態
度
で
w
和
に
臨
も
う
と
し
︑
ま
た
そ
れ
が
國
王
の
漢
城
脫
出
の
た
め
の
時
閒
稼
ぎ
と
い
う
戰
�

で
も
あ
っ
た
こ
と
が
#
ら
か
に
な
っ
た
︒
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『南
漢
日
記
﹄
と
李
�
長
�
﹃
承
政
院
日
記
﹄
の
正
�
部
分
の
檢
討
︑
さ
ら
に
兩
�
料
か
ら
讀
み
と
れ
る
丙
子
の
亂
の
具
體
宴
に
つ
い
て
は

今
後
の
課
題
と
し
た
い
︒
こ
こ
で
は
︑
多
少
の
手
閒
は
か
か
る
が
︑
實
錄
︑﹃
承
政
院
日
記
﹄
と
い
っ
た
9
纂
書
か
ら
で
は
な
く
︑
そ
の
原
�

料
を
用
い
て
︑
當
時
の
狀
況
を
考
察
で
き
る
と
い
う
こ
と
を
强
L
す
る
に
と
ど
め
た
い
︒

と
こ
ろ
で
︑﹁
南
漢
日
記
後
識
﹂
に
あ
る
李
箕
鎭
の
﹁
人
の
是
非
や
事
の
可
否
に
は
說
き
お
よ
ん
で
い
な
い
﹂
と
い
う
表
現
は
︑
も
と
も
と

�
草
で
あ
る
﹁
春
秋
館
日
記
﹂
を
形
容
す
る
際
に
用
い
ら
れ
る
定
型
句
で
あ
る
︒
十
八
世
紀
の
中
頃
︑
�
鮮
に
お
け
る
慕
華
�
識
の
高
揚
の
一

方
で
︑
丙
子
の
亂
の
實
�
を
見
極
め
︑
事
實
�
識
を
繼
承
し
て
い
こ
う
と
い
う
動
き
が
み
ら
れ
た
こ
と
も
︑﹃
南
漢
日
記
﹄
を
め
ぐ
る
�
鮮
�

廷
の
動
き
と
し
て
强
L
し
て
お
き
た
い
︒

『南
漢
日
記
﹄
と
李
�
長
�
﹃
承
政
院
日
記
﹄
の
記
事
に
み
ら
れ
る
1
妙
な
差
衣
は
︑
そ
の
ま
ま
當
時
の
緊
�
し
た
狀
況
下
に
お
け
る
�
官

の
息
づ
か
い
︑
筆
づ
か
い
を
傳
え
て
く
れ
て
い
る
︒
兩
�
料
の
檢
討
は
︑
丙
子
の
亂
の
實
態
解
#
と
い
う
の
み
に
と
ど
ま
ら
ず
︑
�
鮮
に
お
け

る
﹁
�
書
﹂
�
生
の
現
場
へ
と
讀
者
を
誘
っ
て
く
れ
る
も
の
な
の
か
も
し
れ
な
い
︒

�(1
)

拙
稿
﹁
丙
子
の
亂
と
�
淸
關
係
の
成
立
﹂
(﹃
�
鮮
�
硏
究
會
論
�

集
﹄
五
五
︑
二
〇
一
七
年
一
〇
�
)︒

(2
)

金
南
日
﹁
丙
子
胡
亂

時
�
﹃
承
政
院
日
記
﹄
의

典
據

_
料
﹃
南

漢
日
記
﹄
硏
究
﹂
(﹃
韓
國
�
學
�
學
報
﹄
三
二
︑
二
〇
一
五
年
一
二

�
)︒

(3
)

金
南
日
﹁﹃
承
政
院
日
記
﹄
丙
子
胡
亂

記
事
의

定
本
�

硏
究
﹂

(﹃
韓
國
�
學
�
學
報
﹄
三
八
︑
二
〇
一
八
年
一
二
�
)︒

(4
)

金
氏
は
ほ
か
に
﹁
東
國
大
と
淑
#
女
大
﹂
に
も
あ
る
と
記
す
が
︑

﹁
ま
だ
實
物
に
接
す
る
こ
と
が
で
き
て
い
な
い
﹂
と
の
こ
と
で
あ
る

(
金
南
日
﹇
二
〇
一
八
﹈
四
一
〇
頁
)︒

(5
)

以
上
の
三
點
の
印
に
つ
い
て
は
金
榮
鎭
︑
朴
園
庠
︑
白
丞
鎬
﹁
정

조

(
正
祖
)
의

장
서
인

(藏
書
印
)﹂
(﹃
奎
違
閣
﹄
四
五
︑
二
〇
一

四
年
一
二
�
)
一
〇
七
～
一
〇
九
頁
を
參
照
︒

(6
)

｢江
都
錄
﹂
に
は
羅
萬
甲
�
﹃
丙
子
錄
﹄
&
收
の
も
の
と
︑
南
礏

�
﹃
南
漢
日
記
﹄
&
收
の
も
の
が
傳
存
す
る
が
︑
十
八
世
紀
に
﹁
江

都
日
記
﹂
な
る
書
物
を
讀
ん
だ
任
希
­
で
さ
え
︑﹁
羅
參
義
萬
甲
﹂

が
著
し
た
も
の
か
︑﹁
嶺
南
士
人
南
礏
﹂
が
錄
し
た
も
の
か
�
斷
が

つ
か
な
か
っ
た
と
い
う

(申
海
鎭
﹁
︽
南
漢
日
記
︾
의

體
裁
와

衣
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本

內
의

位
相
﹂
南
礏

(原
著
)︑
申
海
鎭

(譯
,
)
﹃
南
漢
日
記
﹄

寶
庫
社
︑
二
〇
一
二
年
︑
二
八
四
～
二
八
七
頁
)︒
南
礏
の
﹁
江
都

錄
﹂
は
寫
本
に
よ
っ
て
內
容
の
衣
同
が
大
き
く
︑
利
用
に
際
し
て
は

傳
石
之
珩
�
﹃
南
漢
日
記
﹄
以
上
に
愼
重
を
�
す
必
�
が
あ
る
︒

(7
)

金
南
日
﹇
二
〇
一
八
﹈
で
は
畫
宴
未
公
開
と
し
て
い
る

(四
一
一

頁
)
が
︑
大
阪
府
立
圖
書
館
が
:
營
す
る
お
お
さ
か
e
コ
レ
ク
シ
ョ

ン

(
h
ttp
s
:
/
/
w
w
w
.lib
ra
ry
.p
re
f.o
sa
k
a
.jp
/
site
/
o
e
c
/
)
で
畫
宴

を
み
る
こ
と
が
で
き
る
︒
た
だ
し
︑
書
名
の
﹁
丙
子
錄
﹂
で
檢
索
し

て
も
表
示
さ
れ
ず
︑
�
者
と
し
て
登
錄
さ
れ
て
い
る
﹁
羅
萬
甲
﹂
で

檢
索
す
る
必
�
が
あ
る

(
�
±
確
�
二
〇
二
〇
年
七
�
一
八
日
)︒

(8
)

�
本
幸
夫
﹃
日
本
現
存
�
鮮
本
硏
究

�
部
﹄
(東
國
大
學
校
出

版
部
︑
二
〇
一
八
年
)
三
五
七
～
三
五
八
頁
︒
同
書
で
は
︑
ほ
か
に

も
傳
石
之
珩
�
﹃
南
漢
日
記
﹄
の
寫
本
と
思
し
き
�
料
が
と
り
あ
げ

ら
れ
て
い
る
︒
後
考
に
待
ち
た
い
︒

(9
)

不
侫
旣
�
任
南
漢
︒
求
見
丙
丁
故
事
︑
�
字
無
可
Í
︒
問
諸
�
︑

�
對
以
𦾔
�
南
漢
日
記
 
册
︑
中
閒
散
佚
︑
而
不
成
帙
︒
印
於
某
年

閒
︑
以
政
院
分
付
�
6
︑
Ì
不
傳
︒
賤
臣
嘗
因
登
對
陳
此
事
︒
上
遽

敎
曰
︑
果
�
內
入
者
︑
行
當
¥
下
︒
�
而
恭
俟
者
久
︑
而
煩
不
敢
s

稟
︒
後
於
人
家
書
架
中
︑
別
得
一
本
︒
標
曰
南
漢
日
記
者
︑
凡
四
9
︑

凡
例
#
是
堂
后
�
居
,
&
出
︒
似
亦
從
南
漢
𦾔
本
中
︑
傳
�
來
者
︒

其
錄
蓋
詳
於
�
席
上
說
話
︑
而
不
p
人
是
非
事
可
否
︒
雖
其
倉
卒
&

纂
記
︑
容
或
�
疎
漏
︑
決
知
無
架
虛


實
者
︑
其
爲
信
筆
則
審
矣
︒

以
此
城
而
無
此
記
︑
烏
可
乎
哉
︒
Ì
�
之
︑
册
藏
諸
府
︑
用
爲
後
之

攷
焉
︒
崇
禎
丙
子
後
再
癸
酉
留
守
�
守
禦
m
李
箕
鎭
謹
識
︒

(10
)

『承
政
院
日
記
﹄
英
祖
二
十
一
年
十
二
�
十
五
日
壬
子
條
﹁
傳
于

金
尙
�
曰
︑
南
漢
日
記
︑
m
政
院
取
來
於
南
漢
︒
卽
爲
入
之
︒
而
只

令
南
漢
知
之
︑
勿
出
�
報
﹂
︒

(11
)

中
村
榮
孝
氏
は
こ
れ
と
は
別
に
︑﹃
承
政
院
日
記
﹄
改
修
の
た
め

に
設
置
さ
れ
た
日
記
廳
が
收
集
し
た
�
料
の
な
か
に
﹁
廣
州
府
&
上

(
備
え
つ
け
︱
原
,
)
の
﹃
丙
子
日
記
﹄﹂
が
あ
っ
た
と
し
︑﹁﹃
丙

子
日
記
﹄
は
亂
時

(
仁
祖
十
四
年
丙
子
︑
淸
太
宗
の
�
入
︱
原
,
)

の
日
記
で
︑
あ
る
い
は
﹃
改
修

(承
政
院
︱
引
用
者
)
日
記
﹄
の

,
記
に
見
え
る
﹃
南
漢
日
記
﹄
に
相
當
す
る
も
の
で
は
あ
る
ま
い

か
﹂
と
営
べ
て
い
る

(﹁
�
鮮
英
祖
の
﹃
承
政
院
日
記
﹄
改
修
事
業
﹂

同
﹃
日
鮮
關
係
�
の
硏
究
﹄
下
︑
吉
川
弘
�
館
︑
一
九
六
九
年
︑
初

出
一
九
三
四
年
︑
六
四
〇
頁
)
︒
た
だ
︑
﹃
南
漢
日
記
﹄
は
日
記
廳
設

置
!
に
�
廷
に
6
�
さ
れ
て
お
り
︑
そ
れ
が
そ
の
ま
ま
改
修
本
﹃
承

政
院
日
記
﹄
の
9
纂
に
利
用
さ
れ
た
と
考
え
る
の
が
自
然
で
は
な
い

か
と
思
う
︒

(12
)

『承
政
院
日
記
﹄
英
祖
二
十
二
年
五
�
二
十
五
日
庚
申
條
﹁
喆
輔

曰
︑
南
漢
日
記
︑
曾
�
頒
下
之
敎
矣
︒
未
p
�
出
乎
︒
上
曰
︑
將
下

之
︒
命
中
官
下
之
﹂︒
こ
の
記
事
に
つ
い
て
は
姜
星
得
﹁
典
據
를

통

해

본

英
祖
代
﹃
承
政
院
日
記
﹄
改
修
의

性
格
﹂
(﹃
�
學
硏
究
﹄
八

八
︑
二
〇
〇
七
年
一
二
�
︑
韓
國
�
學
會
)
七
四
八
頁
を
參
照
︒
た

だ
し
姜
氏
は
﹃
南
漢
日
記
﹄
を
石
之
珩
の
�
と
み
る
ほ
か
︑
!
年
十

二
�
に
南
漢
山
城
か
ら
日
記
が
6
�
さ
れ
た
經
雲
な
ど
に
つ
い
て
も

觸
れ
て
い
な
い
︒

(13
)

備
局
堂
上
引
見
︒
上
曰
︑
入
此
城
︑
似
爲
得
計
也
︒
金
瑬
曰
︑
小

臣
之
�
︑
此
城
雖
曰
險
阻
︑
勢
其
孤
危
︑
不
可
仍
Ô
︒
自
上
趂
#
�

早
發
︑
取
路
果
川
︑
而
入
江
都
︑
m
申
景
禛
¤
軍
兵
︑
Í
絕
沙
峴
如
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何
︒
上
曰
︑
�
不
p
事
︑
今
難
ª
圖
矣
︒

(14
)

｢時
政
記
﹂
の
作
成
を
擔
當
す
る
春
秋
館
は
︑
ほ
と
ん
ど
が
他
官

廳
の
官
員
の
�
任
者
に
よ
っ
て
v
成
さ
れ
る
︒
金
慶
洙
氏
は
︑
�
料

上
は
﹁
�
春
秋
﹂
と
さ
れ
る
こ
れ
ら
の
�
任
者
を
﹁
�
任
�
官
﹂︑

し
か
し
そ
の
う
ち
︑
國
王
の
�
違
製
作
を
擔
當
す
る
藝
�
館
の
奉
敎
︑

待
敎
︑
檢
閱
が
�
任
す
る
春
秋
館
の
記
事
官
に
つ
い
て
は
︑﹁
時
政

記
﹂
の
草
稿
を
作
成
す
る
と
い
う
任
務
の
性
格
上
︑﹁
專
任
�
官
﹂

と
し
て
區
別
し
て
い
る

(﹃
�
鮮
時
代
의

�
官
硏
究
﹄
國
學
_
料
院
︑

一
九
九
八
年
︑
四
一
︑
六
〇
～
六
一
頁
)︒

(15
)

た
だ
し
︑
丙
子
十
二
�
二
十
日
巳
時
條
の
冒
頭
部
分
は
例
外
�
に

諱
が
記
さ
れ
て
い
る
︒

(16
)

『孝
宗
實
錄
﹄
四
年
五
�
辛
卯

(二
十
六
日
)
條
︒

(17
)

中
村
榮
孝
﹁
�
鮮
英
祖
の
﹃
承
政
院
日
記
﹄
改
修
事
業
﹂
六
五
二

頁
︒

(18
)

該
當
箇
&
を
示
せ
ば
�
の
(
り
で
あ
る
︒﹃
南
漢
日
記
﹄
(奎
違
閣

本
B
)
十
二
�
十
五
日
條
﹁
且
曰
︑
當
m
»
於
何
處
乎
︒
景
禛
曰
︑

必
不
得
已
而
�
之
︑
則
只
令
從
胡
若
干
入
來
可
也
︒
鳴
吉
當
詳
處
之

矣
︒
上
曰
︑
鳴
吉
︑
曾
已
見
欺
之
人
︑
不
足
恃
也
﹂﹁
崔
鳴
吉
¥
自

o
陣
6
曰
︑
狀
g
久
無
囘
下
︒
故
渠
等
¤
三
分
之
一
!
6
到
此
︒
而

令
臣
先
入
︑
以
報
渠
等
方
留
在
城
外
矣
︒
臣
聽
其
言
語
︑
察
其
辭
色
︑

三
件
事
定
奪
之
外
︑
似
無
他
心
矣
︒
上
曰
︑
卿
見
欺
矣
︒
豈
爲
三
件

事
︑
而
到
此
乎
﹂︒
參
考
と
し
て
︑
李
�
長
�
﹃
承
政
院
日
記
﹄
同

日
條
の
對
應
箇
&
も
示
す
︒﹁
上
曰
︑
然
則
m
胡
差
Ô
於
外
處
乎
︒

景
禛
曰
︑
當
如
是
也
︒
必
不
得
已
而
�
之
︑
則
只
令
從
胡
若
干
入
來

可
也
︒
崔
鳴
吉
當
詳
處
之
矣
︒
上
曰
︑
崔
鳴
吉
︑
是
見
欺
之
人
︑
不

足
取
也
﹂﹁
崔
鳴
吉
入
來
g
曰
︑
狀
g
久
無
囘
下
︒
故
渠
等
!
6
到

此
︒
而
到
此
者
︑


三
分
之
一
也
︒
m
臣
先
入
︑
而
渠
等
則
留
在
外

處
矣
︒
上
曰
︑
卿
已
見
欺
矣
︒
豈
爲
三
件
事
︑
而
至
此
乎
︒
�
出
﹂︒
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meant that this book was destined to be scattered and lost as time passed. As a

result, extant passages in reference books refer mainly to the history of higher-

ranking officials. The descriptions of these passages, which combine the world of

Confucian classics and real history, would affect subsequent political works such as

the Tang Liudian, serving as a model of governmental description that integrates

ritual and history.

THE MONETARY SYSTEM DURING THE FIRST HALF OF

THE JIN DYNASTY

MIYAZAWA Tomoyuki

The history of money during the Jin 金 dynasty can be divided into two periods, one

before and one after the 1190ʼs. This paper deals with the system during the former

period. The monetary policy of the Jin dynasty is assumed to have inherited most of

copper coins of the Northern Song 北宋. The attack of Hailingwang 海陵王 on the

Song had rapidly reduced the central governmentʼs cash holdings. In the private

sector, there was a serious shortage of cash, but, on the other hand, local

governments held massive cash reserves. I cannot agree with the view that sees the

cash shortage as having been caused by the development of commerce. Jiaochao !

鈔, which was a feature of the Jin monetary system, was a cash deposit certificate

used in the former period as a remittance draft. The jiaochao was not paper money.

Tongqian 銅錢 and jiaochao acted as financial means for securing military goods,

not for mediating the development of commercial transactions.

A BASIC STUDY OF HISTORICAL RECORDS ABOUT

THE BYEONGJA WAR :

THE NAMHAN ILGI AND YI DOJANGʼS SEUNGJEONGWON ILGI

SUZUKI Kai

Among the historical records describing the invasion of Korea by Qing Taizong

Hongtaiji in 1636-1637, the Byeongjalok 丙子錄, written by the Korean La Manggab

羅萬甲, is the most famous. Many editions of the book were produced, and it exists

in Korea and Japan. However, in order to know the history of the Joseon Dynasty
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since the 17th century, we must consult the Joseonwangjo Sillok (鮮王(實錄, a

chronicle, the Seungjeongwong Ilgi 承政院日記, records of the official scribes of the

king, and the Bipyeonsa Deunglok 備邊司,錄, a record of the highest-ranking

deliberative body. Although SJW Ilgi has the most detailed description of the

Byeongja War, the existence of original historical sources in the form of journals has

now become clear.

One of these sources is the Namhan Ilgi 南漢日記, which was thought to have

been written by Seok Jihyeong 石之珩. However, this diary was not written by Seok

Jihyeong, it was a diary written by Juseo, the official scribe of the SJW. Twelve

manuscripts of this diary have been preserved. As research progresses, the number

of manuscripts is likely to increase further. These manuscripts can be divided into

two categories : those from the Seoul National University Kyujanggak Institute for

Korean Studies and those from the National Library of Korea. From an analysis of

the entry for the 27th day of the twelfth month of 1636, it is probable that the version

held by the National Library was created with reference to the book held by the

Kyujanggak.

The other source is the SJW Ilgi of Yi Dojang 李�長, which was created at the

same time as the Namhan Ilgi. This journal was published by the Academy of

Korean Studies Jangseogak in 2010. Because it is a personal diary, it has less

information than the Namhan Ilgi. However, it sometimes contains information that

is not found in the Namhan Ilgi. In particular, the entry for 14th day of the twelfth

month of 1636 found at the beginning of this record is missing from the Namhan

Ilgi. From this source, we can learn in detail how Injo escaped from Seoul at that

time.

It can be anticipated that study of these historical records will further elucidate

the facts of the Byeongja War.

SHINMUNGWANʼS MAGAZINES FOR CHILDREN IN 1910ʼS KOREA :

CHOI NAM-SEON AND THE WORLD OF

CHILDRENʼS LITERATURE IN JAPAN

TANAKA Mika

Shinmungwan 怨�館, the publishing company established in 1908 by Choi Nam-

seon 崔南善 (1890-1956), who is well-known thanks to his role in drafting the

March First Declaration of Independence, is the most researched area in the field of
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